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スミソニアン 協会は、 偶然の 出会いから 素晴らしい 贈り物を 受ける ことにな 
りました。 1982 年 サックラー ギャラリーの 学芸員 ルイーズ •コートは、 ニュー 
ヨークの ジャパンソサエティーの ために、 南 日本の 工芸を 訪ねる 旅を 企画し ま 
した。 竹 籠 作りを 見学で きる 場所を 探して いる 中で、 宮崎県 日 之 影 町の 飯 干 五 
男 氏に 手紙を 書いた のです。 飯 干 氏は 日 之 影 独特の 背負い 籠 （カルイ） を 作る 
名人でした。 L. コートは 思いが けず、 その 返事を 中 村憲治 氏から 貰いました。 
中 村 氏は 日 之 影 町で 雑貨 屋を 営み、 日 之 影 町の 竹 籠 やその 他の 工芸品の 保存 
に 関心を 持ち、 地元の 職人が 製作した 再現 品を 店内で 展示して いたのです。 
中 村 氏は 職人の 作品を 展示し 販売す る ことが 地元での 評価を 高め、 紹介す る 
機会を 作り、 後世に 残す ことを 願って いたのでした。 中 村 氏は ジャパン ソ サエ 
ティーに、 飯 干 氏 だけでは なく 廣島 一夫 氏 も 訪ねる ように 勧めました。 廣島氏 
は 以前から 日 之 影に いた、 集落を 廻って 竹 籠を 作る 最後の 職人です。 

中 村 氏は アメリカ人が 熱心に 興味を 持って 観て くれる ことに 触発され、 アメ 
リカ 国内に 日 之 影の 工芸品を 末永く 保存す る 計画を 思いつきました。 彼は、 廣 
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島 一夫 氏が 生涯に 身に つけた 約 80 種類の 竹 籠の 再現を 依頼し、 大工と 鍛冶屋 
には 廣島 氏が 使って いる 道具箱と 道具 類の 再現 品を 注文し ました。 彼は 飯 干 
氏の 背負い 籠 （カルイ） の 再現 品と、 かずら の 蔓や藁 や 木材から 作った 日 之 影 
の 工芸品 も 集めました。 また 旧家で 使われて きた 古い 竹 籠も 収集し ました。 中 
村 氏の 父、 中 村國男 氏は、 1988 年 スミソニアン 協会 国立 自然 史 博物館に 169 
点の 収集 品を 寄贈して くださいました。 さらに 1989 年に 5 点の 作品が 追加され 
ました。 

中 村 氏は 個々 の 竹 籠 やその 他の 工芸品の 使い方 や 用語の 記録を すべて 準備 
し、 廣島 氏が 何時 どのように 竹 籠 作りを 覚えた かを 詳細に 記しました。 また 日 
之 影の 歴史的な 背景に 沿って 廣島 氏の 人生を 明らかにしました。 中 村 氏が 作っ 
た 資料は この 図録の 元と なり、 し コートが 英語に 訳し、 さらに 日 之 影 町を 再訪 
して 廣島氏 や 他の 方たち から 話を 聞く ことで 得た 資料を 加えました。 

中 村憲治 氏の 熱意と 志に 心より 感謝し ます。 此処 スミソニアン 協会 国立 自然 
史 博物館 文化人 類 部に 廣島 氏を 始めと する 日 之 影 町の 職人の 作品が、 日 之 影 
町の 詳細な 生活 記録と ともに 収蔵され たのです。 


證 辞 


ルイ 一 ズ .コート 


まず 廣島 一夫 氏に 対する 深甚の 感謝の 気持ちを 伝えたい と 思います。 竹 籠 職 
人と して 生きぬ いた 彼の 竹への 思いが、 この 本の 中核を なして います。 そして 
廣島 氏に 引き合わせて くれた 中 村憲治 氏に 対して 特別の 感謝の 気持ちを 送り ま 
す。 この 本は、 この 二人が 発想し、 創り 出し、 記録した コレクションを 紹介す る 
ものです。 また 中 村憲治 氏の 企画を 励まし、 その 竹 籠 コレクションを スミ ソニア 
ン 協会 国立 自然 史 博物館に 寄贈して くださった、 中 村國男 氏に も 特別の 謝意を 
ささげます。 この 三人の 方たち から 日 之 影の 竹 籠に ついて 学んだ 経験 や 知識を 
宝物の ように 私は 大事に しています。 

中 村 コレクションは、 廣島 氏の 作品の 他に、 日 之 影の 職人たち の 仕事 も 見せ 
て くれました。 飯 干 五男 氏の 形 姿が 美しい 背負い 籠 （カルイ） は、 私を 最初に 日 
之 影へ 魅入らせた 作品です。 河 嶋徳松 氏の 草鞋の 巧みな 技 も 忘れられません。 
故 甲斐 照義 氏、 輿梠境 氏、 橋 本 ふさえ 氏、 甲斐 勝 由 氏、 甲斐 朗男 氏、 飯 干 又 男 氏、 
佐 藤 利 一氏、 甲斐 三 ニ 氏は、 手仕事で 寄与して くださいました。 菊 池 鶴 喜 氏、 
本 田 国 男 氏、 中村圭 一郎 氏、 中 山 和 夫 氏、 甲斐 千年 氏、 逢坂 千秋 氏は 古い 時 
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代の 貴重な 籠を この コレクションに 補充して くださいました。 

この コレクションが' 出来上が' っ ていく 中で、 さまざまな 援助を してく ださった 
日 之 影 町の 方々 に、 感謝の 気持ちを 捧げます。 また 風月 食堂、 コレクションを 
保管して くださった 姫 野 醸造所、 日本 通運 高 千 穂 営業所の 国 弘憲宣 氏に も 御礼 
を 伝えたい と 思います。 

スミソニアン 協会 国立 自然 史 博物館 文化人 額 部 アジア 人種 科の ポール •テイ 
ラー 学芸員と アシスタントの チャンス. ハウ キン ズ は、 中 村 コレクションの 寄贈 
を 勧め、 サックラー ギャラリーの 図録 出版と 展覧会の 実現を 進めました。 また 
日本 通運の 斉藤敏 夫 氏は、 コレクションの 船便 代金の 一部を 寄付す る 労を 取っ 
てくだ さいました。 

中 村 コレクションの 今回の 記録を 作り上げる ことは、 日 之 影 町を 数回 訪れる 
結果に なり、 心 躍る 仕事に なりました。 中 村 ノリ 氏は、 1 年間の 農作業と 食物 
保存の 仕事を 書き出して くださり、 整理され た 箇条書き による その 記録は、 日 
之 影の 農家 や 畑で 女性たち が 長年に 亘って 引き継い できた 仕事を 教えて くれ ま 
した。 甲斐 喜四郎 •塩 子 夫妻は、 今でも 味喟 、醤油を 自宅で どのように 作って 
いるか 見せて くれました。 また 津嶋 家とは 春の お 彼岸の おはぎを 一緒に 味わい 
ました。 

隣町 高 千 穂に 住む 内科医の 田 崎 力 氏は、 日 之 影の 人々 と 風景を 撮影して く 
れ ました。 また カメラマンの 田 淵 暁 氏は 廣島 氏が 背負い 籠 （カルイ） を 作る 姿 


を 撮りました。 


サックラー ギャ ラリーの M 倚たち とこの 丨ズ丨 M を 作る ことは;々: ばし いこと でし 
た，， 編集者の メアリー ケイ. ズ ラフ レフは、 义 A を 推敲し、 キャロル •ビーラ 一 
は 篼を問 近に 让る ことの 出来る 吖办 の デザインを しました ，ジョン. サン テスと 
ニール. グリーン ツリーは 企ての 能を 新たに 抛 彩し、 記録係の ベッキー. グレ 
グ ソンと 管现 丫;’ の テ f ム •キルク も 抛 影で 支えて くれました ぃ 

また これらの 故の 特別な 拋 影を する ために ご 助ん ド さった、 スミソニアン 協 
会 ド丨 、>:丨: 丨然1 Jil'M 勿魴 文化人 II 部の コレクション マネジャーの デボラ •フルワ ル 
スキ、 保行杵 7: の グレタ‘ ハンセン、 管理 丫; •の フェリシア •ピック リングと スー 
サン. クロフ オード、 コレクション 攻 門 家の デボラ •ウッドの"々 に 感謝の シ (持 
ちを k えます， 編 汜卞 幹の カレン。 サ ケス テック 一は ウェザー ヒル カンパニーと 
丨ツ丨 録の共 M 出版を 進め、 リン •シヱ イナーは 編汜を 助けて くれ、 パトリシア •コ 
ン テ'， トは地 丨‘ ズ丨を 作って くれました また シュ ダイン アワー ⑴ 版は、 この た 丨 丨丨丨 丨 に 
W A の 印刷技術で 臨んでくれ ました:， 

この 冈録 は、 丨 994 年 1 丨 ） j 2( 川から 1 995^7  ) j 9 丨 I まで アメリカ、 り シン ト 
ン I).C. の サックラー ギヤ ラリーで 開かれた I: 八 Basketmakcr  in  Rural  Japan 
山1 1! の竹逾 職人： という 展1 G 会に た わせて 出版した ものです. スミソニアン 成 
公 M 、>: 「丨 然1 川11/ 物 妬 义 化 AJH 邰が屮 村 コレクションを 快く 1Y し 出して くださ っ 
たお かげで、 スミソニアンは 会の 特別 焚 励极 允は この 公と 出版を 接 助 
して くれたの です， この 公が 問 催に いたる まで、 惜しみな く あらゆる 助ん 
をして くださった、 サックラー ギヤ ラリーの 个 ての スタッフに 心から 御礼を 丨丨丨 し 
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上げます。 


私は この 企画を 通して、 竹 籠 作りに 深く 興味を 持ち 関心を 示す ことができた 
ことに、 充足 惑を 感じて います。 竹 籠 やその 他の 道具 類が、 日本の 山里の 生活 
必需品で ある ことを 理解す る 最初の 手引きを して くれた 神 崎宣武 氏と エ藤員 功 
氏に 感謝を 送ります。 最後に なりました が、 私が 飯 干 五男 氏を 知る ことにな り、 
そこから 日 之 影と その 竹 籠に 閨 わる ことに なった 糸口は、 ジョアンナ. キングに 
寄る ものです。 改めて 謝意を 伝えたい と 思います。 


ルイ^ — ズ •コ^ 一 ト 


日本語 版に 添えて 


日本語 版の 図録を 日 之 影 町役場が 出版した いという 話を 聞き、 私は 心が 躍り 
ました。 日 之 影 町に ついては この 図録の 「日 之 影と 竹 籠」 と 「廣島 一夫 竹と 
歩んだ 人生」 の 中に 記されて います。 日本語 版の 出版は、 共著者で ある 中村憲 
治 （1951  — 2007) もとても 喜んでい るに 違いありません。 なぜなら 彼の 願いは、 
日 之 影の 人々 が 自分たち の 生活の 中で、 伝えて きた 生活 民具の 途絶える ことの 
ない 大切 さと美し さに、 理解と 誇りを 持つ ことだった のです から。 

英語版の 図録 や 展覧会が 準備され る 間、 中 村 氏と 私は、 遠く 離れた 日 之 影 
町と アメリカの ワシントン D.C. の 間で ファックスを 使って 作業を 続けました 0 
中 村 氏が 日 之 影 町の 雑貨 屋の カウンターに 置かれた ファックスから どのように 
世界へ 発信し ようかと 考え込む 姿を、 想像す るた びに 私は 微笑んだ ものです。 
日 之 影の 竹 籠を 語る 時、 中 村 氏は 世界の 見知らぬ 人たち を 誘い込む 方法を 手 
中に していた と 思います。 工夫に 富み、 丁寧に 心を こめて 編まれた 竹 籠の 価値 
について 考えても らい、 竹 籠の 話を 語り継ぐ 中で 彼らを 巻き込んで いきました。 
この 展覧会は アメリカの 首都 ワシントン D.C. で 始まり、 コロンバス （オ ハイ 
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才 州）、 ローレンス （カンザス 州） で 開かれました。 さらに 別の 企画で、 日 之 
影の 竹 籠は 1997 年 東京の アメリカン クラブの‘‘ Genkan  Gallery  (玄関 ギャラ 
リー）”、 2000 年宮 崎で 開かれた G8 サミット、 2002 年 ロンドンの 日本 大使館 
で 展示され たのです。 

時代と 技術は 刻々 と 変化して いきます。 日本語 版の 図録は、 アメリカと 日本 
の 間の 編集の 連絡を E メールで 行うよう になり ました。 この 新しい 本は、 中 村 
氏が 去った 今、 日 之 影 町役場の エ藤庄 吾 氏、 商工 会の 山 根廣士 氏、 中 村憲治 
氏の 弟 夫妻の 中 村 慎 治 氏 八重 子 氏、 翻訳者の 松 村 真 希 子 氏の 熱意と 創意で 実 
現しました。 それは また、 日 之 影 町の 多くの 人々 の 誠意と 友情に も 支えられ ま 
した。 そして 廣島 一夫 氏の 暖かい 励ましと 色 あせる ことのない 感動なくて は 進 
まなかった でしよう。 

廣島 氏と 中 村 氏と 私の 3 人が 会う 時は、 我々 は 1 つの 椅子 支える 三本の 脚の 
ような もの だとい つも 言い合った ものです。 我々 3 人が 揃って こそ、 この 展覧 
会は 実現し ました。 それから 14 年を 経て 2008 年 11 月 19 日廣島 氏と 私は、 日 
之 影に 伝わる 竹 籠と 道具の 新しい 資料 館の 開館の テープカットに 出席し まし 
た。 私は 日 之 影の 人たち すべてが、 この 展示を 通して、 毎日の 生活の 中で 慣れ 
親しんだ 簡素な ものの 中に ある 大切な ものを 再発 見し、 真っ 当な 誇りを 見出し 
て 欲しい と 願います。 展示場を 訪れる 誰もが、 生活の 中に ある 大切な ものと 美 
しい ものを 支え、 新に 生み出して いくため に、 欠かせない 役割を 担って きたし、 
また それを 担い 続けて いくので すから。 
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日本語 版 （. 


Introduction 

to  the  Japanese  translation 


It  is  a great  joy  to  know  that  a Japanese  edition  of  A Basketmaker  in  Rural 
Japan  is  to  be  published  by  the  town  of  Hinokage,  whose  story  is  recorded 
in  its  pages  along  with  the  story  of  the  basketmaker,  Hiroshima  Kazuo. 
My  co-author,  Nakamura  Kenji  (1951-2007),  would  have  rejoiced  as 
well,  for  his  dream  was  to  encourage  the  people  of  Hinokage  to  recognize 
and  take  pride  in  the  enduring  value  and  beauty  of  their  way  of  life. 

When  the  original  book  and  the  exhibition  it  accompanied  were 
being  prepared,  Nakamura-san  and  I collaborated  by  exchanging  faxes 
between  Washington,  D.C.  and  Hinokage.  I used  to  smile  to  realize  how 
effectively  Nakamura-san  could  reach  out  to  the  world  from  the  fax 
machine  on  the  counter  or  his  grocery  store  in  Hinokage.  When  telling 
the  story  of  Hinokage’s  baskets,  Nakamura-san  had  a way  of  engaging 
strangers  around  the  world,  inspiring  them  to  think  about  the  value  of 
careful,  conscientious,  resourceful  work — as  manifest  in  the  baskets  of 
Hinokage — and  encouraging  them  to  become  involved  themselves  in 
telling  the  story.  The  exhibition  in  the  United  States  (in  Washington,  D.C. 
Columbus,  Ohio,  and  Lawrence,  Kansas)  was  followed  by  exhibitions  of 
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Hinokage  baskets  at  the  Genkan  Gallery  of  the  American  Club  in  Tokyo 
(1997);  the  G-8  summit  meeting  in  Miyazaki  (2000);  and  the  Embassy  of 
Japan  in  London  (2002). 

Times  and  technology  have  changed  rapidly,  and  tms  Japanese  edition 
of  the  book  has  been  prepared  using  e-mail  to  communicate  between 
America  and  Japan.  The  realization  of  this  new  book  has  depended  upon  the 
energy  and  creativity  of  people  who  took  up  the  project  where  Nakamura- 
san  left  off,  notably  Kudo  Shougo  in  the  Town  Office,  Yamane  Hiroshi  in 
the  Chamber  of  Commerce,  Nakamura  Sninji  and  Yaeko,  and  the  translator, 
Matsumura  Makiko.  It  has  also  depended  upon  the  goodwill  and  friendship 
of  so  many  people  in  Hinokage.  It  could  not  have  happened  without  the 
encouragement  and  enduring  inspiration  of  Hiroshima  Kazuo. 

Whenever  we  met,  Hiroshima-san,  Nakamura-san,  and  I used  to  joke 
that  we  were  like  the  three  legs  of  a stool — each  one  of  us  had  an  essential 
role  in  supporting  our  project.  On  19  November,  2008,  Hiroshima-san 
and  I joined  in  the  tape-cutting  ceremony  to  open  the  beautiful  new 
exhibition  gallery  of  Hinokage’s  baskets  and  related  skills.  I hope  all  the 
people  of  Hinokage  will  take  rightful  pride  in  what  they  see  there  and 
will  rediscover  the  beauty  and  meaning  of  what  to  them  is  so  simple,  so 
familiar,  so  much  a part  of  their  everyday  lives.  Each  and  everyone  of 
them  has  been,  and  continues  to  be,  essential  in  creating  and  supporting 
that  beauty  and  meaning. 


15 


丨 ；！ 本 語 版に 添 


日 之 影と 竹 籠 


日 之 影の 峡谷を 走る 渓流 


日 之 影は 宮崎県の 北端に ある。 太平洋に 面する 延岡 市から 内陸に 深く はいり、 
海抜 一千 数百 メ-トルの 険しい山々 に 囲まれた ところで ある。 五ケ瀬 川が V 字 
谷を 深く 作りながら 西から 東へ 流れ、 日 之 影 川が 北側から 合流し、 さらに 細い 
溪 流が 何 本 も 狭い 谷に そそいで いる。 

日 之 影から 五ケ瀬 川を さらに 溯る と 高 千 穂に 至る。 高 千 穂は 日本の 国の 始ま 
りに 関わる 神話の 重要な 舞台と なった 土地で ある。 太陽の 神で ある 天照大神の 
孫に あたる 撹撹杵 尊が この 高 千 穂の 地から 日本の 国の 形を 作る ために 天から 
虹の 橋を 渡した といわれ ている。 また この 地域に 関して、 別の 神話に よれば 天 
照大 神は 弟の いたずらに 腹を 立て 天 岩戸と いう 洞窟に 隠れ、 そのために 世界は 
闇の 世界に なって しまった。 困った 神々 たちが、 天 岩戸の 前で、 にぎやかに 歌 
い 踊った ところ、 一目 見て みたい と 思った 天照大神が ついに 洞窟から 出て きた 
という。 この 出来事が 、「神楽」 踊りの 起源と されて いる。 高 千 穂と 日 之 影では 
毎年 11 月から 2 月の 間、 神話の 再現と 当地に 祝福を もたらす ために 神楽が、 決 
めら れた 家々 で 夜を 徹して 奉納され ている。 
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ぎ 


日 之 影を 含む 日向 地方は、 1873 年に 宮崎県と なった。 旧石器時代からの 住 
居 跡が 発掘され、 古くから 人々 が 生活して いた ことが 知られ、 また 朝鮮半島の 
三国 時代 （4 -7 世紀)、 戦から 逃れて きた 王族たち の 隠れ里と なり、 12 世紀に 
は 平家の 残党を かくまう 場所であった。 

日 之 影は 江戸時代 以前、 深い 渓谷の 山間の 丘の 上を 開墾した 数十の 集落 地 
だった。 家々 は 南向きで 太陽の 光を 受け、 家を 取り巻く 斜面は 棚 田で ある。 家 
族の 墓は、 遠くの 寺の 境内では なく 自分たち の 土地に 造られて いる。 この 地域 
は 17 世紀から 19 世紀 半ばに かけて 延岡 藩の 一部で、 この 村落の 五ケ瀬 川 以北 
が 七 折 村と なり、 以南が 岩 井川 村と なった。 1951 年 二つの 村が 合併して 日 之 
影 町と なり、 1956 年には 見 立を 併合した。 見 立は 七 折の 北に ある 村で、 500 年 
以上に 亘って 銅と 錫の 鉱山が 稼動して いた。 1 9 5 0 年代に 新しく なった 日 之 影 
町は、 人口 16,199 人 （2,653 世帯） までに なった。 しかし 見 立 鉱山の 閉山が 日 
之 影 町の 人口を 7 ，000 人前 後まで 減少 させた。 

七 折 村の 役場は、 日 之 影 川と 五ケ瀬 川が 合流す る 地点を 見下ろす 丘の 上の 
宮水 集落に あった。 20 世紀 初め 延 岡から 五ケ瀬 川に 沿って 舗装道路が 出来る 
と、 人々 は 丘の 上から 川岸に 移り 住み 新しい 町を 作った。 そこには 役場、 学校、 
病院、 宿屋と 食堂 そして 2 件の 醸造所が あり、 肉、 魚、 乾物、 金物 や 衣料 品を 
売る 店が あり、 畳職 人、 鍛冶屋 や 大工の 仕事場 も ある。 

延岡 市への 鉄道が 1935 年に 開通し、 1985 年に 高さ 137  メートルの 「青雲 橋」 
が 完成した。 国が 整備した 道路、 バイパスは、 今まで 使って いた 山頂への 道を 
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大幅に 迂回した。 地元の 商品を 売る 店は、 観光客を 目当てに バイパス 沿いに 店 
を 移した。 町の 中心は 再び 移動を 余儀なく された のであった。 

日 之 影の 産業は、 1879 年 （明治 12 年） の 『日向 地誌』 によれば 七 折 村 年間 
生産 統計 量は、 子馬 200 頭、 鹿と 猪 30 頭、 とうもろこし 500 石 （1 石は およそ 
180 リットル）、 桑の 木の 皮 1，000 貫 （1 貫は 3.75kg)、 菜種 15 石 （圧縮して 油を 
とる）、 麻 3,000 貫、 蒴篛 25 貫、 和紙 2,000 俵、 カリンの 皮 50,000 個、 炭 500 俵、 
酒 750 石、 麦 焼酎 30 石、 鶉の 卵 60,000 個、 椎茸 1,500 貫、 乾燥 筍 30 貫と あ 

る 註1。 

今日で も 日 之 影の 農家の 収入源と なる 主な 仕事は、 米作り や 椎茸 作り、 畜牛 
などで ある。 （参照 「日 之 影の 農家の 仕事 暦」 p.142) そして 収穫した 作物を 家 
庭で 漬物 や 乾物な どに 加工した 品々 も 主要な 収入と なる。 典型的な 農家の 住 
居は、 貯蔵所と 台所が 続いて いる 母屋と 納屋 （以前は 馬の ため、 今は 牛の ため） 
である。 家の 周囲には 甘 柿、 渋柿が なり、 梨 や 柚子の 木が 植えられ ている。 多 
くの 家には 椎鸾を 育てる ための 場所が あり、 椎 草を 乾燥させる むろ も ある。 水 
田で うるち 米と もち 米を 育て、 冬には 大麦を 植える。 畑では 小麦、 とうもろこし、 
芋が、 野菜畑には 茄子、 胡瓜、 牛蒡、 南瓜、 じ ゃが 芋、 豆、 大根、 人参、 白 
菜と 葱が 育つ。 さらに 近くの 川からは さまざまな 小魚が とれる。 山間部の 農家 
は、 山菜 や 筍を 取り、 茶 や 栗の 木を 育て、 炭焼き 用の 雑木を 切り出す。 塩、 砂 
糖、 米 酢、 煮干、 昆布、 海魚は 外部から 運ばれた 註2。 

木材は 常に 重要な もので、 以前は 丸太に して 日 之 影 川と 五ケ瀬 川の 合流 地 
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点に 流し、 そこで 筏に して 川下の 延岡 市まで 運ばれた。 山 深い 村々 では 炭焼き 
は 活況を 呈 していた が、 現在では 炭の 使用が 山村で も 少なく なった （No.66- 
68)。 しかし 1930 年 以降 里 山の 広葉樹の 森は、 杉、 ヒノキ、 松な どの 針葉樹 
の 植林が 進み 大きく 様変わりした。 かつて 深い 緑に 覆われて いた 山々 は、 年々 
伐採され 山肌が あらわに なって しまった。 栗 や 柚子の 畑は、 役場の 奨励に よっ 
て 広がって いった。 このような 山の 斜面を 商業 的に 使う 政策は、 昔から あった 
竹林を 消滅させる 危機を 招いた。 その 竹林は 竹 籠 職人に とって 重要な もの だっ 
たが、 近代の 市場経済 的 価値は ほとんどなかった ためで ある。 

最近まで 竹 籠は 日 之 影での 農作業の ために 必要な 器 種 や 器 形に 作られて き 
た。 日 之 影では 椎茸が 自然に はぐくまれて 育った ものだった が、 1920 年代 以降 
日 之 影の 多くの 農家が 椎茸 栽培を 行うよう になった。 日陰に 並べ立てた 堅木の 
丸太に、 茸の 胞子 （菌） を 埋め込み、 成育 させ 収穫す る もので、 今では 椎茸の 
生産が 全国的に 広まって いる。 最初は 乾燥した 椎茸を 選り分けずに 卸商へ 渡 
し、 卸商 人たち が 椎茸を 選り分けて 袋 詰めに していた （図録 No. 80,8 1，83)。 椎 
茸の 栽培 者たち は、 自分たち で 竹細工の 篩 （ふるい、 ト オシ） を 使って 10 段階 
の 大きさに 椎茸を 選り分けて、 収益を 上げる ようになった （No.62  - 65)。 1970 
年代までに はこの ような 篩の 需要は、 廣島 一夫の 製作 量を 上回って いた。 その 
不足を 補うた めに 日 之 影の 農業協同組合は、 廣 島の 作った 篩を 手本と して ブラ 
ス チックで 篩を 作り、 地方の 椎茸 栽培 者に 販売した のだった （No.165)。 

竹林  宮崎県の 山 深い 地域では、 古くから 焼 畑 農業 （山の 斜面を 燃やし、 再び 耕す） 
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日 之 影と 竹 龅 


M 


養 _繼_ 


農具を 手に、 背負い 籠 （カルイ） を 
背に、 棚 田に 向かう 農婦 


が 行われ、 他の 地方で 消滅した 後 も 長い間 続けられ ていた。 耕地に 適した 平 
らな 土地が ほとんど 無かった からで ある。 それ にもかかわらず 日 之 影 地域の 険 
しい 斜面は 次第に 削られ、 棚 田に なって いった。 大きな 石を 丁寧に 並べた 壁で 
支えられた 棚 田は、 雑草を とり、 水路で 給水され た。 現在の 日 之 影の 棚 田の 風 
景 は、 人々 の 努力を 積み重ね てきた 賜物で ある。 棚 田で 農作す る ことは 険しい 
斜面を 上り下り する ことで、 広い ロに 狭い 底を 持つ 日 之 影 特有の 背負い 籠 （力 
ルイ） が 生まれた。 重い 荷を 背負って 運ぶ 上で カルイは バランスを 上手に 保つ 
ことができ るからで ある （No.92  - 103)。 

棚 田の 農家は 薔麦 、大麦、 小麦、 ライ麦、 黍、 粟、 そして トウ モロ コシを 育てた。 
日 之 影の 人たち の 日常の 主食は これらの 雑穀だった。 粉を 麵 （小麦の 媼飩 ，薔 
麦） にし、 団子を 蒸かし、 米を 入れて 雑穀を 煮た （No.2,44, 46, 47, 50，17 0，171 )。 
今では 日 之 影で も 米を 食べて いるが、 以前は 祭りの 時の ために 大事に 蓄えられ 
ていた （N0.41)。 多くの 水田を 作る ことは、 豊富な 水量の 供給に かかって いた。 
1920 年代に 高い 山から 棚 田へ 水を 運ぶ ために 水路が 作られた。 棚 田を 作る に 
は 乾いた 土地を 耕さねば ならず、 そこでは 土を 運ぶ ための 籠を 使った （No.88 
-90)。 このような 棚 田作りは 最近まで 続いて いたが、 政府が 米の 生産 調整の 
ため 新しい 棚 田を 作る ことを 禁止し、 既存の 棚 田の 使用 制限に も 踏み切った の 
だった。 

里芋 も 大事な 作物だった。 それは 必要な ときに 畑から 掘り出せた （No.45)。 
普段は 汁の 実に 使った が、 お祭り や 特別の 日には 「煮し め」 料理で 振舞われた。 
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日 之 影の 農婦が 腰 籠を 付け 茶 摘を 
している 奥に いる 婦人] ± 、竹に 
替わる プラス テイ ック 製の 籠を 使っ 
ている 


「煮し め」 には、 乾燥 椎茸、 乾燥 筍、 蓣篛 そして 色々 な 他の 野菜が 入る。 蓣篛 
を 作る コン ニヤ クイ モは焼 畑で 作られて いた。 蒴篛は コン ニヤ クイ モを 茹でて、 
すり 潰し、 ゼリー 状の 塊に した ものである （No.53)。 筍は 食用の ために、 腰 籠 
(No.59  - 61，119) や 背負い 籠を 使って 収穫され た。 

日 之 影の 深い 谷の 冷気は、 茶の 木の 育成に 適して いた。 19 世紀末には 茶の 
栽培は 採算の 合う 産物と なり、 竹 （No.59) や つづら 蔓 （No.119) で 作られた 腰 
籠を 使って、 5 月に 茶を 摘み、 生 葉を 大きな 籠 （No.76, 77) に まとめて おき、 鉄 
釜で それらを 蒸す 「釜で 培る」 方法を 行った。 さらに 竹の 敷物 （No.82) の 上に 
広げ、 葉が 針の ようにな るまで 手で 揉んだ。 揉まれて 磋られ たお 茶の 葉は、 も 
う 一回 手 揉みす る 前に 炭火で 燻され た 註3。 多くは 自家用の お茶を 育てる だけ 
だった が、 そのうちの 幾らかは 篩 （No.48, 49) を 使って、 上等な 葉 •茎 茶を 選 
り 分け 販売 用と した。 

19 世紀末には、 採算の 合う 重要な 収穫物に 柑橘類の 柚子が あった。 この 地 
域では 柚子の 実は 酢の 原料と され、 竹の 筒 （No.108) に 貯蔵され た。 近年 柚子 
を 使った 柚子 羊羹 や 粉末の 柚子の 皮な どの 商品が 生み出され、 日 之 影の お 土 
産品と して 売られて いる。 

40- 50 年 前までは、 日 之 影の 人たち は 納屋に 馬と 牛を 両方 飼って いた。 冬 
の 間の 数ケ月 間、 動物は 茹でた 穀物と 干 草で 飼われた。 人々 は 嵩の 大きな 荷を 
運ぶ ための 大きな 背負い 籠 （No.97) を 背負って 山から 牧草を 運んで いた。 大 
きな 羽の 形を した 笊 （ショー ケ、 No.70) を 使って、 たたいた 草を 集めて 餌に し 
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漁師は 細い 仕掛けに 掛 ったウ ナギ 
を 大きな 魚 籠へ 移し、 そのまま 市 


ていた。 また 馬 •牛の 糞は、 この 地域では 重要な 肥料で、 糞は 背負い 籠 （No.94) 
や 半円 球 型の 笊 （No.40) に 入れて 山間へ 運ばれた。 牛は、 祭りの 時には 醸造 
所から 神社へ 木の 酒樽を 運んだ （後には 酒は ガラス 瓶に 入れられ 自転車で 運 
ぶこと がで きる ようになった。 No.72  — 74)。 馬は 1930 年代 頃まで 各 家で 飼育 
され、 山の 上り下りに 重い 荷を 運び、 日 之 影に 鉄道が 敷かれる まで 荷車を 引 
いていた。 人々 は 険しい山 道を 行く 馬と 牛の ために、 特別な 藁靴 も 作って いた 
(No.l 27,128 )。 今日で も 多くの 家で 数 頭の 牛を 飼い 育て、 春には 生まれた 子 
牛を 売りに 出す。 

日 之 影では 棚 田で 育った 作物と、 川 や 渓流に あふれる 小魚に よって バランス 
良い 食生活が 営まれて きた。 子供たち に とって うなぎや 小魚を 捕らえる ことは、 
夏の 間の 遊びの 中心で あり、 大人たち に とっても、 家族の 食材 には 余り ある ほ 
どの 収穫が ある 楽しい 魚釣りだった （No.23  - 26)。 山間の 渓流では、 川 蟹、 鮎、 
山 魚 女、 ウ ナギ、 鯉が 捕れ （No.8- 13,17 -22)、 釣り師た ちは 暮 しのた めに 
捕った 魚を 売った。 五ケ瀬 川の 急流の 近くでは 木と 竹で 作った 築が 仕掛けられ 
た （No.14-  16)。 

町の 中心部には さまざまな 食品を 売る 店が あるが、 多くの 家では 自宅で 味 
噌 、醤油、 漬物を 作り 続けて いる。 昔は どの 家 も 発酵 食品を 長期 間、 低温 貯 
蔵す るた めの 「味噌 部屋」 と 呼ばれる 貯蔵室を 台所とは 別に 持って いた。 味噌 
は 大麦、 大豆、 塩、 そして 専門店で 仕入れる 麹菌から 作られ、 毎日の 味噌汁 
に 必ず 使われる （No.51, 52)。 醤油は、 大豆と 小麦と 塩と 米 麹を まぜた もの か 
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' 


ら 作られ、 底の 平らな 木の 樽に 入れられた 醤油の 素は、 熟成が 進む と 樽の 中 
心に 立てた 竹の 筒 （醤油 漉し） （No.54) の 中に 液体が 浸み 込んで 溜まって ゆく。 
それが 醤油で 竹 杓子で 汲み だされる （No. 110)。 また 豆腐は 大豆を すり 潰して 
作った 豆乳と、 円錐形の 笊 籠に 貯めた 海水 塩から とった ニ ガリから 作られた 
(No.55, 112，11 3)〇 

19 世紀の 末まで 日 之 影の 人々 の 衣服の 多くは、 この 地域 全体の 重要 産物で 
あった 麻から 作られた ものだった。 女性たち は 繊維を 搾り 出す ために 麻の 茎を 
加工し、 夜毎 麻糸を 作る ために、 端と 端を 繋いで 丹念に 糸を 繕り、 十分な 量が 
たまる まで 糸を 輪状に して 竹 籠 （No.71) に 入れて いた （竹 籠 職人の 廣 島は 母 
親が そのような 籠を 持って いた ことを 覚えて いると いう）。 麻は 市場に も 出荷 さ 
れ 、また 近隣では ロ- プ （綱） として 使われて いた。 細い 麻の ロ- プは 、針金 
や プラ スティックの ロ- プが 普及す るまで、 ある 種の 籠を 作る 上で 必要と され 
た。 また 明治の 頃までは 木綿の 上着は、 結婚式の ような 特別な 機会の ために 大 
事に しまって おかれた。 日 之 影では 養蚕 も 行われて おり （No.7,78,79,84,85)、 
隣接す る 高 千 穂 地方で も 行われて いた。 

籠な どの 生活 用具は、 木 や 藁 や 野生の つづら 蔓や 木材を 利用した もので、 
昔から 日 之 影の 地域の 人々 の 生活 すべてを 支えて いた。 それらは 収入源と して 
の 生産 活動に 役立って いたの だ。 1 9 世紀末に 地方の 特産品の 商業 活動が 活発 
になり、 この 地域に も 現金を 必要と する 状況が 生まれた。 それは 竹 籠 職人に とっ 
て も 籠の 形な どに 専門 性の ある ものを 作る ことに 拍車を かけた。 近年の 傾向と 
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して、 精一杯 自給自足 をし、 自然の 恵みを 得て 営んで いた 農家の 人々 の 古い 生 
活の 習慣は、 都会が 身近に なった ために 都会の 流通と 商品に 変化を 強いられ 
た。 今でも 日 之 影 町の 数 件の 家では、 慣れ親しんだ 自家製の 醤油を 作って いる 
が、 ほとんどの 家は 醤油を 買って いる。 椎茸を 乾燥させる のに、 炭 ストーブに 
代わって 石油 ヒーターが 普及し、 近郊の 川魚に 代わって 太平洋から 届く 冷凍の 
魚が 広まった。 その 川魚の 数 もまた 近年の 川の 汚染と ダム 建設の 影響で 減少し 
ている。 廣島 一夫と 日 之 影の 他の 竹 籠 職人たち によって 伝えられ、 製作され て 
いる 籠は、 この 地域の すべてを 理解す るよ い 機会を 与えて くれた。 豆腐 作りの 
時に かき 回す 竹の 棒の ように 簡単な 生活 用具、 または 椎茸 蒒の ような 精密な 生 
活用 具な どは 如何に 人間の 知恵が 日常生活の 営みの 中に 生かされて いるかを 
不 している。 
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に 身に つける ことは できなかった。 それを 生涯で 最も 残念な こと だと 今 も思っ 
ている。 

1920 年代の 日 之 影で、 竹 籠 作りを 生計と する 人は 少なくなかった。 中には 
地元 周辺の 集落を 廻って 注文を 取り、 その 農家で 寝 泊り して 竹 籠を 作る 人たち 
もいた。 また 洞穴 や 土手に 野宿しながら 集落を 廻って 竹 籠 作りを する 人たち も 
いた。 一夫に とって 他の 子供たち が 学校へ 行って いる 間は、 集落を 廻る 竹 籠 
作りの 折々 の 訪問が 格好の 気晴らしだった。 5 - 6 歳の 頃の 一夫の 思い出の ひ 
とつは、 「鳥屋の 平」 という 隣の 集落に 住んで いた 佐 藤 助太郎 （1972 年頃 逝去) 
という 竹 籠 職人に 興味を 持った ことだった。 佐 藤が 仕事を している 間、 子供た 
ちは 彼の 周りに 集まった。 佐 藤は 子供たち に 神話 や 寓話を 話し、 竹細工の おも 
ちゃを 作った （No.115- 118)。 佐 藤は 気まぐれで 酒好きな 男だった が、 竹細工 
に関しては どんな 要望に も 応えた。 後に 佐 藤の 竹細工の 技術の いくつかを 一夫 
は 習得した。 

一夫は、 10 歳 頃に 佐々 木 一とい う 大分県の 出身で、 菊の花の 形を した 底の 
丸 籠 や 飯櫃の 籠 （No.28) や 味噌 漉し （No.51) や 浅い 笊 作りの 達人と 出会った。 
佐々 木は 集落を 廻る 中で 諍いを して、 普段 立ち寄らない 樅 木 尾へ 来たの だった。 

日本の 慣習は 長男が 家督を 継ぐ ことに なって おり、 弟たち は 家を 離れな けれ 
ばなら なかった。 一夫は 足の 不自由 さを理 由に して、 長兄と 同居して 人生を 送 
る こと も 出来た が、 その 道を 選ぶ のは 嫌な ことだった。 日 之 影と いう 山 深い 土 
地では、 農耕と いう 選択肢 もなかった。 10 代 半ばに なった 一夫は、 自分の 将 
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来に ついて 決断し なければ ならない 時期に なり、 独立して 生活す るた めに 彼は 


自分の 仕事を 探す 必要が あった。 

1930 年 楠 原に 住んで いた 竹 籠 職人の エ藤 正則 （29 歳） に、 丨5 歳に なった 一 
夫は 両親の 同意を 得て 弟子入りした。 楠 原は 七 折 村に 流れる 日 之 影 川の 上流に 
ある 集落だった。 エ 藤は 農家の 次男 か 三男で 土地を 継げる 立場に なく、 さらに 
骨膜炎を 患って いた。 その 当時で も 骨膜炎は ありふれた 病気だった が、 日 之 影 
では 治療が できなかった ために、 彼 もまた、 足の 不自由 さを 運命と して 受け 入 
れ ていた。 22 歳の 頃エ 藤は 籠 作りを 独習し、 竹 籠 職人と して 働き 始めた。 楠 
原の 実家を 基点に、 籠 作りの 注文を 求めて 日 之 影 川に 沿った 集落を 廻って いた。 

廣 島は 竹 籠 作りの 仕事を すると 決めた 時、 g 分が 山村の 農夫たち から 疎まれ 
ている 人々 の 仲間に なった ことを 自覚した。 すなわち 労働が できない ために 手 
作業に 転じた と 見られた ので ある。 後に 廣 島は 籠 職人の 社会的 地位と 仕事に 
ついて 次のように 語って いる。 「籠 職人の 中で も ある 人たち は、 集落を 廻りな が 
ら 山中の 洞穴で 生活して いました。 彼らは 集落の 近くで 仕事を する ことを 許さ 
れ なかった ので、 洞穴の 中で 籠を 作って は、 出来上がった ものを 金物屋 や 農家 
に 直接 売りに 行く のでした。」 「1 920 年代には、 竹林が 豊かな 八 戸では 川沿い 
にこの ような 人たち が 大勢 住んで いました。 男たち が 籠を 作り、 その 妻たち が 
売りに 歩いた。 私は 彼らを 遠くから 眺める だけで、 決して 話を しません でした。 
彼らは 戸籍の ない 人たち でした。」 

戸籍は 1 7 世紀の 初め ごろから、 社会的に 自立した 農民 層を 把握す るた めに、 
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根幹 的な 役割を 果たして いたので ある。 


廣 島は 楠 原の エ藤 家に 寄宿しながら 2 年間 徒弟 生活を し、 春と 秋には 籠の 
注文を 取る ために 師匠と 共に 集落を 廻った。 出来る限り 早く 注文に 応じる ため 
に 師匠と 並んで 夜 遅くまで 仕事を した ことを 覚えて いる。 

エ 藤が 作った のは、 農家が 用いる 基本的な 形の もので、 背負い 籠 （カルイ） 
と、 農耕 や 収穫時の 運搬に 使う 腰 籠 （テ ゴ） だった。 また、 台所 仕事 や 庭仕事 
に 使われる、 丸く 浅い 籠 や 笊、 飯櫃 籠、 簡単な 篩、 魚 用の 仕掛、 魚 籠 や 貯蔵 （生 
簀） など も 作った。 

廣 島が 最初に 学んだ のは、 底の 丸い、 編む のに 容易な 形を した 味噌 漉し だっ 
た （N0.51)。 エ 藤を 手伝って 大まかに 竹を 割ったり、 エ 藤が 縁、 把手、 蓋を つ 
ける 前に、 籠の 底を 編み 始める ことな どだった。 後に 廣 島が 自分の 仕事を 始め 
た 時には、 全 工程を 1 人で 行わねば ならなかった 。「師匠より 顧客の 方が 仕上が 
りに 対して 厳しい という ことは、 重要な ことでした。」 と廣 島は 思い出し ている。 

エ 藤は 修理を 頼まれたり、 同じ ものを 作って 欲しい と言われる 度に、 他の 竹 
籠 職人が 作った 作品を 真似る ことで 技術を 習得して いった。 その 中で も、 「ウ 
シ どん」 と 呼ばれた 職人の 籠を 特に 手本と した。 廣島も 自分の 真の 師匠と して、 
集落を 廻る 籠 職人だった ウシ どんを 崇めた。 「私は 彼が 作った 籠 以上の ものは 
見た ことが な いんです。 たぶん 誰も それ以上の ものは 作れないで しよう。」 

廣 島は 1 回 だけ、 偶然に ウシ どんと 出会った ことがあった。 1930 年の ことで 
彼は 15 歳で、 ウシ どんは 60 歳 代だった 。「楠 原の 道路 際の 小屋で 仕事を して 
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いた 時、 師匠は 魚を 釣りに 出て いたんです。 ウシ どんが 丁度 そこへ やってき ま 
した。 壁に かかって いた 師匠の 作った ショー ケを 見せて くれと 言いました。 『職 
人から ちゃんと 習って いないから このような 笊になる のだろう』 と 言いながら、 
エ 藤の 笊を 十分な 出来栄え だと 褒めた のです。」 

「ウシ どんは 『正則が 戻ったら、 この 籠に もっと しっかりした 縁を 作る ように 
伝えなさい。 私の 作った コ メア ゲ ジョー ケ はがたつ かないよ』 と 言いました。 
縁は 笊の 生命線で あり、 もし 壊れたら 笊は 崩れて しまう。 私の 師匠は 優れた 籠 
の 緑を どのように 作る か、 学んだ ことが な かったんです。 もちろん、 私は ただ 
の 徒弟に すぎませんでした。 その後、 私は ウシ どんに 会って いません。 今でも 
あの 時の ウシ どんを 忘れる ことができません。 ウシ どんの ようになりた いという 
願いと、 彼のよう な 技術を 身に つけたい という 願いは 今でも 自分の 中に ありま 
す。 彼のよう な 上手な 仕事を する 人は、 誰もい ませんで した。」 

籠 作りの 職人は、 自分の 生活費を 稼ぐ ために、 自分の 技術 だけが 頼り だっ 
たので、 人に 仕事の 工程を 見せる ことを 嫌がった。 もし 真似を されたら、 得意 
客を 失う ことにな りかね なかった からで ある。 廣 島は ウシ どんの 作った 籠を 修 
理 する 機会に、 ウシ どんの 技術を 覚えた。 ウシ どんの 籠を 分解す る 時に、 ウシ 
どんが 使う 人 側から 見えない 部分で さえ、 手を抜かない 仕事を している ことを 
知った のだった。 「ウシ どんが 作る 籠は いつまでも 丸い ままなん です。 丸い 籠 
は 決して 楕円に なったり、 へたったり、 ばらばらに なったり しませんで した。」 
ウシ どんが ねじれを うまく 緩める ためにす る ことがあった。 それは 離れた とこ 


37 

廣島 一夫 竹と 歩んだ 人生 


ろに 反対側の 竹 籤の 端を 織り込んで いくこと で、 縁を かがった 端が 緩まな くな 
り、 見えなくなる。 廣 島は どんな 簡単な 籠で も 細かな ところまで 手を抜かない、 
ウシ どんの 信条を 自分 も 持ち続けた。 

現在 見られる ウシ どんの 作品には、 美しく 細やかな うねりを 見せる 籠が 数多 
く ある。 廣 島は ウシ どんが 原材料を 選ぶ 上で、 細心の 注意を はらって いた こと 
を 聞いて いた。 その 一つの 話に、 籠を いくつか 頼まれた 時、 ウシ どんは 竹を 切 
りに その 農家の 丘に 登った が、 その 竹林が 籠を 作る に 適さなかった ので、 仕事 
を 断って しまった という。 また 農村の 集まりで、 飲酒は お祭りの 時 だけと 決め 
たが、 ウシ どんは 仕事 前に、 麦 焼酎を 好んで 飲んで いた。 ウシ どんは 酒を 飲ん 
で 仕事を しても、 自分の 技術は 変わらない ことを 知ってい たの だ。 

1987 年の 秋、 スミソニアン 協会に 寄贈す る 古い 籠を 収集して いる 中で、 廣 
島と 中村憲 治は、 ロ 之 影の 大人 集落の 鍛冶屋 菊 池 鶴 喜から ウシ どんの 墓が 遠 
緑の 墓所に ある 事を 聞いた。 「長い間 私は、 ウシ どんの 本名 も、 どこで 亡くな っ 
たか も 知りませんでした。 私は 尊敬の 気持ちを 伝えたくて、 墓参りを したんで 
す」 と廣 島は 語る。 ウシ どんの 本名が 平 岡 丑 松で ある こと、 1905 年の 日露戦争 
に 出征した ことを 知った。 「彼は 勲章と 幾 ばくかの 現金を 手に しても、 酒の ため 
に 使い果たした そうです。」 菊 池の 工房では、 現在で も ウシ どんが 60 歳から 80 
歳の 頃 作った 籠 8 点を 使って いた。 廣 島が 作った 新しい 籠 3 点と 交換す る こと 
で、 中 村は ウシ どんの 籠を 3 点 （No.2,3,4) 手に入れる ことに 成功した。 

廣 島は 直接 ウシ どんから 学ぶ ことができたならば、 見た目 だけでなく 使う 側 
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の 要望に も 応える 良い 籠が 作れた だろうと 思って いる。 

徒弟 時代の 1931 年頃、 廣 島は ウシ どんが 使って いた 切れ味の 良い 優れた 道 
具の ことを 耳に した。 それは 熊本県 一之宮 町の 宮地 集落に 住む、 鍛冶屋 笹原 
長 平が 作った ものだった。 彼は すぐに 注文の 葉書を 出し、 その 新しい 道具は、 
さらに 多くの 仕事を 可能に したので ある。 

その 頃日 之 影には 数人の 鍛冶屋が いたが、 彼らは 刃物より 農耕 具を 主に 作って 
いた。 そのため 日 之 影の ほとんどの 竹 籠 職人は、 優れた 工具を 持って いなかった。 

笹原は 竹 籠 職人の ために 鋼の 刃物 類を 専門と する 鍛冶屋だった。 当時 竹 籠 
職人の 仕事が 盛んになった のは、 専門的な 道具を 作る 锻冶屋 がいた ことに 寄る。 
日 之 影に 限っても 1 0 人 ほどの 竹 籠 職人が 仕事を していた。 

1931 年に 廣 島は 笹原の 工房に 次の ような 注文を 初めて 送った （No.137  - 
140，14 2)。 当時の 物価は 1 析 （1.5 キロ） の 米が 30 銭、 1 析の 大麦が 16 銭だっ 
た （100 銭が 1円）。 

竹 割 包丁 6 寸 - 1 円 20 銭 
平 縁 巻き •溝 緑 巻き- 20 銭 

. 縁を 縛る 道具- 25 銭 

面取り 包丁- 60 銭 
巾 揃え 包丁 （歩 寄席）- 50 銭 
研き 包丁- 60 銭 

笹原から 送られて きた 道具の 中の 竹を 切る 鋸の 最も 優れた 製品は、 大阪の 臼 
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廣島 一夫は 竹の 幹を 4 等分に 割る 
ために 十文字の 道具を 使う 先端 
から 始めて 根の 方へ 向かう 


井 鉄工所が 作って いると あった。 廣 島は さっそく 注文を 出し、 その 臼 井 工場 製 
の 弓形 鋸を 今でも 使い 続けて いる （No.144)。 弓形 鋸の おかげで 竹の 角のと こ 
ろを 砕く ことなく、 細かく 切る ことができ るので ある。 

全国的な 鍛冶屋の 減少に 伴い、 笹原の 刃 鍛冶の 技術は、 評判を 得て いった。 
笹原は 竹を 削る 刃物を 3 種類 作って いて、 廣 島は 葉の 形を した 刃を 注文した 
(No.137)。 彼は 笹原と その 息子の 壺 次から 1955 年頃まで、 刃物 類を 送っても 
らっ ていたが、 竹 籠の 注文 も 少なくな り、 同じ 頃に 笹原から 工房を 閉める 知ら 
せか 届いた。 

1960 年に 廣 島は、 日 之 影の 鍛冶屋 甲斐 照義に 初めて 何 点かの 刃物を 注文し 
た。 甲斐は 1932 年に 日 之 影の 隣に ある 諸 塚 村の 塚 原 集落に 生まれた。 1949 年 
に 鍛冶屋と して 仕事を 始め、 1956 年に 修業を 終え 日 之 影に 移り 住んだ。 彼は 
特に 農耕に 使う 鎌、 手斧、 鍬を 作る ことに 秀でて いたが、 次第に 建設 作業の 
資材 作りへ 仕事を 移行して いった。 1991 年に 亡くなる まで、 甲斐は 廣 島の ため 
に 竹 籠 製作の 道具を 作り 続けた。 

1987 年中 村が スミソニアン 協会に コレクションを 寄贈した 折、 甲斐に 廣 島が 
使う 道具 一 揃を 改めて 頼んだ （No.137  - 142)。 以下は その 時の 甲斐の 請求書で 
ある。 1987 年の 物価は 1.5 キロの 米が 750円 で、 1.5 キロの 大麦が 390円 だった。 
竹 割 包丁-  7,000円 
平 縁 巻き •溝 縁 巻き- 3,500円 
突 錐- 1,000円 
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面取り 包丁- 1，500円 
巾 揃え 包丁-  5,000円 
研き 包丁- 4,500円 

これらの 一 揃の 道具は、 専門的な もの だと 廣 島は 語って いる。 一枚の 刃で ど 
のよう な 籠で も 作った が、 竹 籠 専門の 工具は 目的と 方法が 明瞭で、 材料の 竹に 
は 最適な 道具であった。 

1932 年に 廣 島は 年季奉公を 終えた。 エ 藤に 呼ばれ 布を 一反 貰い、 その 布で 
シャツを 仕立てた。 彼は 修行を 終えた ことに 感謝し、 更に 1 年エ 藤の ために 働 
いた。 その後 エ 藤は 竹 籠 職人を やめ、 福岡県の 炭鉱で 働く ために この 地を 離 
れ、 37 歳の 時に 炭鉱 事故で 亡くなった。 

1933 年廣 島は 楠 原を 離れ、 樅 木 尾へ 戻り 独立して 仕事を 始めた。 最初 彼は 
大分県の 別府で 修業を する 予定を 立てて いたが、 彼の 家族が 反対を した。 樅 
木 尾で 仕事を する のなら ば、 工芸 的な 花 生の ような 籠は 田舎では 必要ない とい 
うのが その 反対の 理由だった。 廣 島は 集落を 廻る 竹 籠 職人 特有な 生活を 送っ 
たので ある。 彼は 基本的に 両親の 元にいた が、 1 年に 2 回、 早春と 初秋の 収穫 
期の 始めには、 多くの 集落から 呼ばれる ようになり 顧客 も 増えて いった。 一つ 
の 集落に 3 ヶ月 間 腰を すえ、 請われる 家庭に 1-2 週間 ほど 世話になり、 寝 泊 
りして 竹 籠 作った。 仕事は 家の 軒先で 行った。 「冬には 寒さで 両手が 強張って、 
家の 中で 仕事が できた ならと 思った ものです。」 と 語って いる。 

ェ 藤は 籠を 仕上げる 度に 代金を 受け取った が、 廣 島は 作った 籠の 種類 や 数 
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に 関わらず、 働いた 日数の 賃金を 貰う ことを 好んだ。 籠を 売る ことで 生じる 面 
倒な 計算を したくなかった の だ。 1932  - 33 年の 経済 大 恐慌の 頃、 彼の 毎日の 
稼ぎは 50 銭だった。 1935 年には それが 1 円 20 銭に なり、 1941 年には 3円 にな っ 
た。 彼は 日の出から 日の入りまで 働き、 食事 も 素早く 済ませた。 夏は 14 時間、 
冬は 10 時間 仕事を した。 

廣 島が 同じ 家に 行く のは 3 年に一度 位だった。 堆肥 用の 背負い 籠 （カルイ） 
のよう な 日常 的な 籠は、 おおよそ 3 年 ほどで 使い古された からだ。 その 当時 1 
軒の 農家の ために 6 -7 個の 背負い 籠 （カルイ） を 作る のが 普通だった。 大切に 
使えば、 他の 籠は もっと 長く 保った。 彼は 時に、 背負い 籠 （カルイ） の 鋭く 曲げ 
られた 傷つき やすい 場所の 破れた 角を 直したり、 竈の 火で 焦がした 笊 や、 巻き 
が 取れて しまった 縁を 修理す る こと も あった。 

樅 木 尾は 炭焼きの 産地で も あった ので、 廣 島は 炭 焼 人の ために も 多くの 篩 
(ト オシ） を 作った （No_66  — 68)。 ある 時 炭焼き 用に 山 一つ 分の 堅木が 全部 切 
り 出された ことがあった。 廣 島は 1 ヶ月 前後 その 地に 滞在して、 親戚 や 近所の 
人の ために 炭焼き 用の 籠を 作った。 

また 1880 年から 1940 年に かけて 日 之 影の 農家の 中には、 蚕を 育て 繭を 売る 
ことで 現金収入を 得る もの も あった。 蚕が 食べる 桑の 葉を 置く ために、 竹を 編 
んだ 平らな 盆が 必要であった ため、 廣 島は そのための 籠も 作った （No. 78,79, 
84,85)。 

早くに 依頼され た 仕事が あると、 廣 島は 春の 作業の ために 秋に 竹を 切った。 
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廣島 •夫は 背負い 籠 （カルイ） の 底 
部を 作る ために 竹 籤を 織り込み 編む 


晚 秋は 竹を 切る のに 最良の 季節で、 翌年の 梅雨 前の 5 月の 初めまでに 使う 竹は、 
前年の 秋に 切った ものである。 その 梅雨が 上る と 7 月初めに、 秋まで 使う 竹を 
切る のであった。 雨期の 間に 作る 籠は 虫が ついて 傷つき やすいので、 彼は 1 
シーズン しか 保たなくても よい、 魚 籠の ような 籠 作りに 集中した。 

廣 島は ウシ どんの 竹の 選び 方を 見習った。 「竹を 選ぶ ことは、 良い 籠を 作る 
上で 最も 重大な 事柄です。 砂利の 多い 土に 育った 竹は、 適度な 硬さと 曲げ や 
す さを 持って います。 私は できるだけ なめらかに 編み上げる ことができ るよう 
に、 平らな 節を 持った まっすぐな 竹で、 その 節と 節の 間が 長い ものを 探します。 
節は 編む 上で 邪魔な ものなん です よ。」 最も 良い 竹は 3 -4 年の 成長を 経た もの 
で、 緑色の 肌の 輝きで 見分ける ことができる。 丘の 中腹に 群生す る 竹が それに 
相応した。 同じ 場所の 竹を 切る には、 十分に 成長す るまで 3- 4 年 待たねば な 
ら ない。 

廣 島は 選び 抜いた 竹を 使う が、 節約は しなかった。 竹の 幹は 緑色の 皮と ク 
リーム 色の 身の 部分から 成り、 身の 方は 柔らかく、 虫が つき やすい。 竹 籠 職人 
の 中には、 竹 籤を 身の 方から 切り出す 者 もいた。 廣 島は 余分な 身は 削り取り、 
皮 だけの 竹 籤で しか 編まなかった 。「こんな 贅沢な やり方では 収入は 増え ませ 
ん ね」 と 彼は 笑う。 

「幹の 中で、 最も まっすぐな ところは、 枝の 出始める 部分の 下のと ころです。 
私は この 部分を 縁を 編む 時に 使う。 縁を 作る ことは 重要で、 籠を 仕上げる うえ 
で 大事な ところです。」 彼は 円形の 浅い 笊 （ショー ケ） の 縁を、 丈夫に する ため 
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に 6 回 かがる。 「縁 以外の 編んだ 部分は、 竹の どんな 部分から でも 作る ことが 
できる。 でも、 縁は 違います。 私は 上等な 籠を 編む には、 どこの 部分から 作る 
べき か 十分 わかって いるつ もりです。」 

竹 籠 職人の 技術は 素材を 通じて、 自然界 そのものに 立ち向かって 行く 作業 
で、 廣 島は 「竹は 正直です。 竹に ごまかしは 効きません」 と 語る。 それは、 竹 
籠 職人の 技術の 極意を 知り、 技術の 限界 も 知った 人の 語る 言葉で ある。 

1935 年に 友人が 廣 島に 弟子を 取る ことを 勧めた。 初めての 弟子は、 諸 塚 村 
出身の 17 歳の 男だった。 彼は 1 年間 居た だけで 出て 行って しまった。 

1937 年の 夏、 日本は 中国と 戦争を していた。 廣 島は 仕事 先の 村の 子供たち 
から、 高射砲を 作って くれと 頼まれた ことを 記憶して いる （No.ll 6,117 )。 

1939 年に、 七 折 村 （後で 日 之 影 町に 合併） の 福 田 村長が、 戦闘で 傷ついた 地 
方の 人々 を 復帰させる 為に、 竹 籠 製作の 教習を 思いついた。 村長は 20 人 ほど 
を 訓練す るた めに、 鹿児島県から 竹 籠 職人 1 人を 招いた。 その 教室に 加わる よ 
うに 廣島も 呼ばれた。 彼は そこで 鹿 児 島の 職人が 専門と した 竹の 花 生や その他 
の 工芸品の 作り方を 学んだ という。 ここで 彼は、 鹿 児 島の 竹 籠 職人が 竹 籤の 幅 
を 平均 化する ために 使って いた、 巾 揃えの 道具を 知った （No.141)。 直ぐに 彼 
は 1 円 20 銭で、 発電 装置の ための 部品を 作って いた 铸物 工場に 注文を だした。 

竹 籤の 幅を そろえる のは、 おおよそ 10 メートル ほどの 竹の 幹を 処理す る最 
終 工程で ある。 廣 島は 削り 出し 包丁を 使って 幹を 4 分の 1 ずつ 垂直に 切り、 そ 
こから 数 ミリ 幅で 竹 籤を 切って ゆく。 竹の 身の 方から も 何回も 削って ゆき、 緑 
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色の 薄い 表皮から も 削り だしてい く。 彼は 山 揃えの 標準 寸法 （ゲージ） を 決め、 
幅を 揃えす ベての 竹 籤を 適応 させた。 

「籤の 幅を そろえる のが、 上質な 籠を 作る 上で 重要な ことです。 それは 作ら 
れる 籠の 種類に 合って いなければ なりません。」 丸い 形を 作る ためには、 ひとつ 
の 籠に も さまざまな 幅の 籤が 必要で、 細い 籤が 使われる のは 曲がった 部分で あ 
る。 編む 上で 最も 難しさが 必要と される のは、 米と ぎの 笊 （No.41) や 炊いた 飯 
を 入れる 飯櫃な どで ある （No.l，27,28)。 これらは 内側が 滑らかでなくて はなら 
ないし、 お 米の 粒が 詰まらない ように、 籤の 凸凹を、 外側に あるよう に 編まね 
ばなら なかった。 

戦争 中の 1 9 4 3 年に 廣 島は 召集され、 短い 期間だった が 軍隊生活の 生活 必 
需品を 生産す るた めに 延 岡の 竹製 品 加工 所へ 送られ、 佐 藤 進 一の 工房で 働い 
て、 日当の 代わりに 部屋と 食事を 得る ことに なった。 佐 藤の 仕事場では 専門の 
竹 籠 職人 4 - 5 人が、 15 人 ほどの ボランティアの 助手の 女性たち と共に 働いて 
いた。 「町の 竹 籠は、 自分が 知る ものとは 違って いました。 使う 道具が 異なる の 
です」 と廣 島は 語る。 工房の 40 歳 代の 竹 籠 職人は、 都会で 需要の ある 種類の 
籠を 廣 島に 教えた。 それらは 特殊な 工具 や 技術を 使って 作る ものだった。 頑丈 
な 四角い 籠が 作られて （No.72  - 74)、 野菜 や 魚を 入れる ために、 また レーヨン 
工場で 繊維を 作る ための 様々 な 工程に 使われた。 優れた 籠を 作る 秘訣は、 角 
を 作る 時の 薄い 竹 籤を 作り出す ための 削り 刃に あった （No.142)。 戦争が 終わ っ 
てから 廣 島は、 日 之 影で 自転車に 載せる 日々 の 配達 用に 同じような 四角い 籠を 
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作った。 また 佐 藤の 工房では、 他に も 屋外の 煮炊きに 合った 大きな 籠 （No.56 
-58) や、 建設 現場で 土を 運ぶ ための 大きな 扇形の 籠 （テミ） （No.88) も 作った。 

廣 島は 戦争後 も 佐 藤の 元に 数ケ月 間 留まった。 戦争に よって 荒廃した 家庭 や 
店舗 や 工場から 実用的な 竹 籠の 注文が 山の ように あった からだ。 1950 年代に 
なって 廣 島は 佐 藤の 工房を 離れて、 数多くの 味噌 漉し •笊 •水切り 笊な どを 販 
売した のだった。 

1946 年に 廣 島は、 姉の いる 日 之 影に 隣接した 北 郷村 宇納間 集落に 住んだ。 姉 
の 息子の 廣を 弟子に したが、 1 年で やめて しまった。 戦争が 終わり、 地方 も 復興 
が 始まった からで ある。 廣 島は 宇 納 間で 竹 籠を 製作して いた 間に、 北 郷村の ウ 
ナギ 用の 籠 （No.9) や 背負い 籠 （カルイ） （No.104- 106)、 天秤棒の 籠 （No.91) 
などの 作り方を 習得した。 日 之 影で 使われて いる 「カルイ」 と比べて、 宇納 間の 
背負い 籠 （カルイ） は 底が 広く 大きく、 平地の 土地に 合った 形を していた。 

1947 年廣 島は 高 千 穂の 集落 出身の 佐 藤 菊 代と 結婚した。 廣 島は 32 歳、 菊 
代は 28 歳だった （夫妻は 息子の 開を もうけ、 成人 後 彼は 大阪で 働く）。 翌年、 
彼らは 宇納 間から 日 之 影の 吾味に 戻った。 

この 引越を 機に 村の 生活の 変化に 合わせて、 集落を 廻る 仕事に 事実上 終止 
符を 打った。 廣 島は 住居を 定め、 客が 彼を 訪ねて 注文を する ことに なった。 定 
住した ことで 道具 類を 入れて 運んで いた 背負い 籠 （カルイ） が、 木製の 道具箱 
に 取って代わった。 

吾味では 魚 捕りが 生活の 一助で、 そのための 籠 作りが 廣 島の 仕事の 中心と 
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なった。 彼が 子供の 頃に 会った 竹 籠 職人 佐々 木 一は、 隣の 八 戸 集落に 住んで 
いた。 佐々 木は 1977 年 ごろに 亡くなった が、 漁師が 捕った 魚を まとめて 置く 為 
の 四角の 魚 籠 （シ夕 ミ） 作りで 有名だった。 廣 島は 佐々 木から その 特別な 魚 籠 
の 型を 学んで いる （N0.12)。 漁師たち が 自分で 作る 仕掛 や 魚 籠を 編む 方法 も覚 
えた。 それらは ウ グイ や 川 蟹を 取る ための 仕掛 （N〇.17,19,20) や 生きた ウ ナギ 
や 魚を 入れる 魚 籠 （No.14  - 16) で、 彼は さらに 改良した 仕掛 （No.21) も 作った。 

1951 年の 記録では、 廣 島は 延 岡の 河 野 漁具 店に 100  - 200 個の ウナ ギ 捕り 
の 仕掛を 納品して いる （No.24)。 しかし 川の 汚染が ウ ナギを 減少 させ、 仕掛の 
注文は 次第に 減って いった。 

吾味に 住んで いた 頃に 廣 島は 3 人の 弟子を とった。 新 名 正 春は 日 之 影の 大平 
集落の 出身で 1953 年に 弟子と なり 2 年間 修業を した。 彼は 有望だった が、 婿 
として 農地を 継ぐ ことと なった。 甲斐 武吉は 1954 年に 大人 集落から やって来 
たが、 複雑な 家庭の 事情で 2 年で やめ、； 3 人目の 中 崎 静吉は 1955 年に 興 地 集 
落から きた。 彼は 2 年間 修業した 後、 宮崎 市で 店員と して 現在 働いて いる。 

廣 島は 徒弟と なった 5 人の 若者が 自分の 技術を 吸収し、 作品を 作る 上で 師 
匠を 超えよう という 野心を 持たなかった ことを 残念に 思って いる。 それは もち 
ろん 竹 籠の 需要の 減少 も 理由に あった が、 しかし 固い 決意を 持って 苛酷な 仕 
事を 学び 習得した いという 若者に 出会えなかった こと も 原因に あった。 「色々 
やって はみ たが、 なかなか 教える ことは 難しい。 私は 悩んだ。 悩んだ にも か 
かわらず、 自分が 身に つけた 技術を 誰かに 伝える ことは できませんでした。」 
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廣 島の 弟子は ほとんど 20 歳 前後で あり、 籠 作りを 体で 覚える より、 理屈で 覚 
える 年齢だった。 「職人になる ためには 1 5 歳ぐ らいで 弟子に なるべき だと 思い 
ます。 その 年頃 だと あまり 考えずに 技術を 受け入れ るし、 まずは 仕事の 過程を 
見る ことが 重要で、 それから それを 真似して 段々 と 習熟して いく ものです。 そ 
うして 自分の 技術を 積み上げて いくこと で、 仕事が 面白くなる。 このような 過 
程を 迪る ことが 大事な のです。」 

1950 年代、 廣 島は 椎茸 卸問屋の ために 大量の 篩と 笊を 製作し、 新しい 篩の 
型を 考えた。 特別な 工具で 網の 目を 作った もので、 更に 長持ちす るよう にな っ 
ていた。 今 現在 も 使われて いる プラ スティックの 篩は、 彼が 作った 篩の 改良 型 
から 作られた ものである。 

1959 年廣島 夫婦は 吾味から 川下の 八 戸へ 引っ越した。 八 戸は 製材業が 盛ん 
な 木材 集散地で、 魚釣りが できる ダムが 目の前に 開けた 立地だった。 更に 豊富 
な 竹の 産地と して 知られ、 廣島 夫婦は 八 戸の 五ヶ瀬 川と 鉄道の 線路の 間にある 
通りに 居を 構え、 現在で も そこに 住んで いる。 その 家は 「竹 廣屋」 という 駄菓 
子屋 で、 妻が 店を 営んで いる。 店 名は 廣 島の 名前から 一字を 取って 竹と 合わ 
せた。 隣が 夫の 仕事場で、 背面に 光の 入る 窓が あり、 前面は 通りに 面して いる。 
客は 戸を 引いて 店に 入り、 座って 竹 籠を 編む 彼に 「籠を ひとつ 作って いただけ 
ます か？」 と 声をかける。 仕事場は 狭かった ので、 彼は 左手の 駄 菓子屋の 床の 
下部に 開口部を 作り、 また 右手の 壁には 穴を開けた。 その おかげで 編む ための 
竹 籤を 間口 2 軒 分の 長さに する ことが 出来、 さらに 路地へ と 広げる こと もで き 
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た。 店の 裏手の 庭には 直ぐに 使うた めの 竹を 蓄えて あり、 更に 村の 神社の 境内 
にも 竹を 蓄えて いた。 

1965 年 ごろまで 竹製 品の 注文は ほぼ 毎日 あり、 応える ことができない ほどで 
あった。 魚釣り や 台所 用の 籠の 注文に 加えて 砂利を 運ぶ ための 背負い 籠 （カル 
イ ） （No.95) や 泥を 運ぶ 籠 （No.88) を 大量に 作った。 さらに 建築 会社で 使用 さ 
れる ための 籠を 多種 作った。 しかし 1970 年代に なると ブラ スティック 製品 やそ 
の 他の 素材の 容器の 使用が 都市部から 日 之 影 町まで 伝わり、 竹製 品の 需要は 
年々 減少して いったので あった。 

1975 年に 廣 島は 竹 籠 職人 飯 干 五男と 知り合う。 飯 干は 1928 年生 まれで 日 之 
影の 椎谷 集落に 住んで いた。 飯 干は 戦後の 日本の 山里に おける 籠 作りを 代表 
する 人で、 廣 島は 彼から 背負い 籠 （カルイ） の 作り方を 学んだ。 彼の 主な 収入 
源は 椎茸 栽培で、 その 空き時間に 日 之 影 独特の 形を した 背負い 籠 （カルイ） を 
作って いた。 その 背負い 籠 （カルイ） は 昔から ある ものに 比べて、 先端が 細く 
なる 形に だんだん 作り 変えられて いった。 観光客の 目から 見ても 洗練され た デ 
ザインの 籠であった。 竹製 品の 注文の 減少と 日 之 影と 高 千 穂 地域の 観光客の 
増加を 見て、 廣 島は 背負い 籠 （カルイ） の ミニチュア タイプを 観光 土産と して 
製作すべき だろうと 考え、 藁を 編んだ 紐の 作り方を 学び、 観光 土産の カルイを 
作る ことができる ようになった。 

1978 年中 村憲 治が 廣 島と 初めて 出会った 頃、 彼は 観光 土産 品の 仕事を して 
いた。 中 村は 日 之 影の 中心に ある 雑貨店の 息子で、 大阪の 大学を 卒業後 名 古 
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屋の 会社で 1 年 働いた が、 母が 亡くなった ために 故郷に 戻り、 地元の 工芸品に 
関心を 持つ ようになって いたと ころだった。 中 村が、 廣 島に 背負い 籠 （カルイ） 
について 尋ねた 時、 「自分は 今 難しい 籠 作りは していない」 と 云われた が、 自分 
の 雑貨店で 展示 販売す るた めに、 籠 作りを 依頼した のであった。 「知っている 
限りの 種 額の 籠を 作って ください。 貴方は それが 今で きる 唯一の 人な のです か 
ら」 と 中 村は 廣 島が 承諾す るまで 何回も 説得した。 

この 出会いは 廣 島に 仕事への 情熱を 甦らせた。 中 村に 請われて、 彼は 生涯 
で 身に つけた 8 0 種類 ほどの 籠を すべて 再び 作り 始めた。 1 9 7 9 年 それらの 籠が 
中 村の 店に 並べられた 時、 観光客は もちろん 購入した が、 それだけで なく、 地 
元の 人たち も 親しんで きた 形の 籠が 再現され たこと を 知り とても 喜んだ。 

ある 時、 廣 島と 中 村は 別府 在住の 竹 籠 職人を 招いた。 廣 島は 別 府の 技術を 
学ばずに 40 年 以上 培った 自分の 技術 量を 試して みたかった ので ある。 廣 島は 
竹 籠 職人の 名人のう ちの 何人 かの 仕事を 尊敬して いるが、 卸売り 業者 や 小売 
業者が 取り持って きた 大量生産の 竹 籠 職人たち と、 集落を 廻る 竹 籠 職人たち 
の 仕事の 間には、 本質的な 相違が あると 考えて いた。 

1981 年 11 月 大阪で 開かれた 第 23 回 日本 民芸 協会 主催の 展覧会で、 廣 島は 
魚 籠で 優秀 工芸 作品 賞を 受けた （N0.12)。 彼は 新聞の 取材に 応えて 「私は あ 
の 籠を“ 民芸品” として 特別に 作って いません。 普段と 同じように 作り 慣れて い 
る 物を 作った のです。 私が 竹 籠 職人と いう ことで、 竹から どんな もので も 作れ 
ると いう 人が いますが、 それは 大きな 間違いです」 と 語って いる。 
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(カルイ） の 狭い 底 部を 補 
めに、 廣島 一夫は 尖らせ 
籤の 端を 丨 V 側の 端へ 人れ 
して 底 部に 沿って 鑛を曲 
側の 端へ きちんと 納める 

中 村の 店の 籠の 展示は、 日 之 影 町を 訪れて いた 宮崎 テレビ （UMK) 社長 黒 
木 重 男の 目に留まった。 その 結果 1981 年の 秋に 弥勒 猛 ディレクターと 房 野 孝 
臣 カメラマンは 廣 島の 仕事 姿を フィルムに 納め、 籠 職人と 仕事に ついての 廣島 
の 言葉を 記録した。 その 番組 「日本の 心： 竹と 生きる」 は 1982 年の 正月 特別 番 
組と して 放映され た。 その 結果、 中 村は さらに 60 余 点の 竹 籠を 展示で きる こ 
とに なった。 

1982 年 5 月、 ルイーズ. コートと ともに ニューヨークの ジャパンソサエティー 
の 人たち が、 日 之 影 町を 訪れた。 中 村は 2 日間で、 飯 干が 背負い 籠 （カルイ） 
を 作る ところと、 廣 島が ゥ ナギを 取る 仕掛の 籠を どのように 編む かを 見学し、 
中 村の 隣家に 住む 82 歳の 河嶋徳 松が いろいろな 藁 草履を 編む ところ も 訪ねた。 

1983 年中 村は L . コートと 共に、 アメリカ •ワシントン D.C. の スミソニアン 
協会 国立 自然 史 博物館に 廣 島の 籠 コレクションを 寄贈す る 計画を 始めた。 ジャ 
パン ソサエティ 一の 人たち が 深く 関心を 示した ことに 心を 動かされ ていた 中 村 
は、 もっと 多くの アメリカ人に 日本の 伝統的な 籠と、 それらを 生み出した 環境 
を 紹介した いと 感じて いた。 

1984 年廣 島は 宮崎県から 伝統 工芸 士 としての 認証を 受けた。 背負い 籠 （力 
ルイ） の 製作で 広く 知られて いた 飯 干 も 認証を 受けた 註4。 

L •コートは 1985 年 11 月に 日 之 影 町を 再訪し、 竹 籠を 中村國 男の 寄贈品と 
して スミソニアン 協会 国立 自然 史 博物館に 寄贈す る ことを まとめた。 その コレ 
クシ ョンは 工具を 含めて、 174 点に なって いた。 計画の 開始から すでに 2 年 
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以上の 月日が 経ち、 廣 島は 60 年余り の 竹 籠 職人と しての 仕事の 集大成と して 
この 計画を 捉えて いた。 彼は 「自分の 竹 籠の 仕事が 他の 誰よりも 優れてい ると 
思った ことは 一度 もありません。 自分より 上等な 仕事を する 人たち が どれほど 
いたかを よく 覚えて います。 この 企画の 目的は、 ジャパンソサエティーの 人た 
ちへの 感謝と 民間 外交の 一助 だと 思って います」 と 中 村に 語った。 

1985 年 11 月、 廣 島は 依頼され ていた 竹 籠の ための 竹を 切り、 12 月 吉日に 彼 
は 寄贈品の 特別な 仕事を 始めた のだった。 

廣 島は 中 村の コレクションの 籠 作りの 準備に 専念す るた めに 他の 注文を 断っ 
た。 中 村は 「廣 島さん には 日曜日と いう ものがない のです。 急な 用事で 呼び出 
されない 限り、 いつも 必ず 仕事場に 座って います。 自分の 仕事に 対しての 責任 
感は 並外れた ものです。 廣 島さん は 時々 私を 呼んで、 記憶を 呼び起こす ために 
昔 作った 作品を 見せて 欲しい といい ます。」 と 語った。 廣 島は 昔に くらべる と 1 
日 4 -5 時間、 ゆっくり 仕事を している。 

中 村は 飯 干に も 9 個の 背負い 籠 （カルイ） を 作っても らう ことに 決めた。 飯 
干は 秋に その 籠の ための 竹を 切って おいた。 また、 1922 年生 まれの 八 戸の 
大工 甲斐 三 ニは、 廣 島が 1941 年 以来 使って きた 工具 箱と 同じ ものを 作った 
(No.151)。 1987 年の 1 月から 2 月に かけて、 日 之 影 町の 鍛冶屋 甲斐 照義 が、 
廣 島の 使って いた 道具と 同じ ものを 一式 作って いる （No.137  - 143)。 

1987 年の 冬は 例年に 無く 寒さが 厳しく、 廣 島は リューマチが 悪化した ため、 
3 月に なって ようやく 仕事を 再開した。 虫が 発生す る 季節の 梅雨には 仕事を 休 
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み、 9 月には 再開し 1 1 月には 中 村が 注文した 籠 すべてが 完成した のであった。 

1987 年 8 月には 河嶋徳 松が 6 種類、 20 足の 草鞋を 復活 させ （No.123  - 128)、 
その 中には 馬 •牛 用の もの も 含まれた。 飯 干 五男は 同年 秋に カルイを 仕上げ、 
畳職 人の 佐 藤 利 一は 籠を 展示す るた めの 台と して 6 枚の ミニチュア 畳を 作った 
(No.132)。 中 村は これらの コレクションが 作られて いく 様子を 記録し、 1989 年 
5 月、 スミソニアン 協会 国立 自然 史 博物館に 届けた。 1989 年 7 月、 中 村は 2 点 
の 籠と 3 点の 道具を 追加で 送って いる （No.170  — 174)。 

1992 年 11 月、 廣 島は 「現代の 名工」 という 称号を 政府から 受けた。 彼は 息 
子 や 中 村と 共に 東京へ 行き、 授賞式に 臨み、 その後 皇居へ 拝謁に あがった。 
故郷に 戻る と 日 之 影 町と 八 戸で お祝いを 受けた。 彼は 八 戸の 中学校の 生徒た 
ちに 招かれて、 中学生た ちに 自分の 人生の 仕事に ついて 話を した。 そして 何年 
ぶり かに 樅 木 尾の 生家に 廣 島の 兄弟 8 人 全員が 集まり、 受賞を 祝い 両親の 墓に 
皆で 参った。 

廣 島の 竹細工の 技術は、 中 村の コレクションに 具体化され ている。 そこには 
徒弟 時代に 身に つけた もの だけでなく、 3 人の 竹 籠 職人： 佐 藤 助太郎 、ウシ 
どん、 佐々 木 一 から 得た 技術 も ある。 彼らは 丨 870  - 1 930 年代に かけて 日 之 影 
地域で 活躍した 多くの 集落を 廻る 竹 籠 職人であった。 廣 島は 彼らの 技術を 習 
得し、 さらに それを 発展 させた。 廣 島の 籠の 形の 種類には、 飯 干 や 他の 農夫 
たちの 竹 籠 （日 之 影 町と その 周辺に 住む 彼らは 自分たち の 農作業に 必要な 道具 
として 粗い 籠を 作って いた） から 学んだ 型が 含まれて いた。 籠の 多くは、 日 之 
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影の 地域で 生活す る 人たち に とって 重要な ものだった。 廣 島の 籠は 過去 百年 間 
に 日 之 影で 作られた 竹 籠の すべての 用途を 網羅した ものと なった ので ある。 

日 之 影で 見られる 竹 籠は、 九州の 各地で も 見られ、 形が 同じよう なと ころも 
ある。 それは 集落を 廻る 竹 籠 職人たち によって、 日 之 影に 紹介され たためで あ 
る。 背負い 籠 （カルイ） に 見られる 特殊な 形は、 東南アジアの 籠に つながる と 
示唆す る 研究者 もい る 註5。 国境を 越えた 類似 性は、 研究され る 価値の ある も 
のとい える。 

中 村の コレクション のために 廣 島が 製作した 83 種類の 籠は、 半分 ほどの 種 
額が 現在 日 之 影 町の 生活の 中で 昔と 同じ 目的で 使われて いる。 しかし 残りの 半 
分は、 生活の 様式と 工業の 発展の ために 廃れて しまった。 籠の 多くは 簡単に 作 
られ 、粗略に 使われて いたので 短期間で 使い古されて しまった。 大阪の 日本 民 
芸 協会の 展覧会 （1981 年） で廣 島が 受賞して 注目され た 折に、 何 種 かの 籠は 
本来の 目的と なんら 関係な く 美しい 工芸品と して 鑑賞され、 都会の 蒐集 家が 注 
目した のであった。 中 村は 時々、 廣島 についての 記事を 読んだ 人から 電話で、 
1 点で も 欲しい と 熱心に 頼まれる が、 そのような 注文は すべて 断って いる。 一 
方 蒐集 家が 注目し ない 籠は 忘れ去られて いったの である。 しかし 注目され た 籠 
もそう でない 籠も、 日 之 影の 生活を 研究す る 上で 資料と して 重要で あるた め、 
両者 共に 中 村 コレクションに 入って いる。 

日本の 地方の 工芸 職人たち の 世界は、 民芸 運動を 通して 広く 英語圏の 世界 
へ 伝えられた。 民芸 運動は 1920 年代に 柳宗悦 （1889  - 1961) によって 始まつ 
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た。 柳の 造語で ある 「民芸」 （一般大衆の 芸術） によって、 日本の 地方の 工芸 
が 文化的に 位置づけられ、 多くの アメリカ人 も、 柳の 著した 『無名の 職人 The 
Unknown  Craftsman』 に 感銘を 受けた。 廣島 一夫の 経歴を 聞いた 都会の 民芸 
作品 収集家の 反応は、 地方の 生活の 中で 培われて きた 作品の 作り手が 無名の 
人だった、 という 事実への 驚きであった の だ。 

廣 島は 注文され た 籠を 作り 続けた。 彼は 誰が その 籠を 使う のかを 知っていた 
し、 それが どのように 使われる のか も 知ってい たので、 使う 人の 体の 大きさ や 
特性に 合わせて それぞれを 作った。 例えば、 山へ 仕事へ 行く ための 工具と 弁 
当を 入れる ための 背負い 籠 （カルイ） は、 狭い 山道で 木の 枝に 当たらな いよう 
に 背負う 人の 肩に 合わせて 作られて いた。 

作り手と 使い手の 関係は、 籠を 売った 時に 終わらず、 その後 何年 も 続く 関係 
だった。 つまり 買った 人は もう 一回 注文す る 時に、 どのように 使った かを 廣島 
に 話す。 「竹 籠 職人が S 分の 仕事に 最も 誇りを 感ずる 瞬間は、 買った 人が 出来 
上がった ものを 好きだと 言い、 使って いて 良かった と 言って くれた 時なん です。」 
彼の 評価を 広げた のは、 1930 年代に 集落を 廻る 竹 籠 職人と して 注文の 籠を 作 
るた めに 村から 村へ と 廻り、 作り手と 使い手の 個々 の 関係を 築いた ことだった。 
技術が 優れて 名が 知られた 職人は、 毎年 集落へ 来る ように 声が 掛かる。 そし 
て その 中で 信頼で きる 態度と 人格を 持つ もの だけが 軒下で 仕事を する ことを 許 
され、 「我が家の 籠を 作って もらって いる」 ことを 示す ために、 顧客の 家族と 寝 
食を 共に できた ので ある。 
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1950 年代から 日本の 職人たち は、 文部省の 文化 事業の 一環で ある 人間国宝 
(重要無形文化財） の 制度に より、 広く 世界へ 紹介され た。 この 制度の 認定に 
は、 伝統的な 徒弟 制に おいて どの 様な 役割を 果してい るの か、 そして その 中に 
おいて どのような 賞賛を 受けて きた か、 という 二つの 要素が あった。 廣 島の キヤ 
リアに ついての 審議は、 最も 基本的な 問題に 集中した。 つまり 地方の 職人が 生 
活 費を 稼ぐ ために 精通して いなければ ならない 技術は 何で あるの かとい うこと 
であった。 彼の 技術は 自身の 技術的な 向上を 目指して、 積み上げ てきた 確実な 
努力の 結果な の だ。 

廣 島が 製作した 籠を 機能 面で 語って いくと、 彼が 仕事を より 完璧に 仕上げる 
ために 技術を 磨いて きた ことが わかる。 緻密な 竹 籤の 均一な 網目、 非常に 細か 
い 魚の 仕掛の 籠の 縁に 美し さを 見出す ことができる。 それは 使い 勝手が 良ぐ 
耐久性に 優れた ものを 追い求めた 結果と しての 美の 形な ので ある。 

廣 島は 時々、 人生の 長い間 農村の 中で 卑下され た 階級に 置かれて いた 辛 さ 
を 振り返って こう 語る。 「竹の 仕事に 体の 不自由な 人たち や 社会から 蔑まれて 
いた 人たち だけが 従事して いた ことは、 自分に とって 悲しい ことでした。 しか 
し 別 府の生 野祥雲 斎が、 竹細工 職人と して 初めて 人間国宝 になった 時に 『自分 
がして いる ことは 蔑まれた 竹細工 かもしれ ない が、 工芸の 域にまで どうにか 向 
上させた の だ。』 と 聞いた ことで、 自分の 作品を 彼の 作品と 比べる わけには いか 
ない が、 彼の 持つ 誇りは 自分 も 同じように 持つ ことができる だろうと 思った の 
です。 それは 鍛冶屋 も 石屋 も 桶屋も 同じで、 彼ら も その 仕事 ゆえに 軽蔑され て 
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きました。 中には 大工の ように 建築 会社に 入って 働く ことで、 新しい 世界を 築 
く 人たち もい ます。 しかし 竹は ここで 終わる のです。 もうこれ 以上 竹は 使われ 
ない。 そのこと が 悲しい。」 

近年は 仕事場 も 独立し 年金を 受ける ことで、 廣 島は 生活費を 稼がなければ 
ならない 日々 の 圧迫から も 自由に なった。 そのため 彼は 自分の 仕事の 歩みに つ 
いて 振り返る 時間を 持つ ようになった 。「優れた 籠を 作る ことは、 それは 祈りに 
近いんで す。 私は 仕事を する 時、 『もっと 上手に。 もっと 上手に！』 と 自分に 言 
い 聞かせます。 私は 使い手が 喜び、 欲しい と 思う ものを 作りたい。 そして 自分 
が 満足す る 仕事に 挑戦したい。」 

「竹細工は 300 年 も 400 年 も 続いて きました。 私の 世代で 終わりになる だろう 
と 考える ことは 耐えられません。 どこかで 何ら かの 方法で、 若木が 育つ でしよ 
う。 その 時を 期待し、 技術を 忘れさせる わけには いかない ので、 残された 時間 
で 私は できるだけ、 多くの 籠を 作りたい と 思って います。」 

今でも、 中 村は 廣 島から 時々 電話を 貰う。 彼は 電話口で 「最高の 竹を 探し出 
したから、 仕事に 取り かかる つもり だ。 素晴らしい 気分 だよ」 と 生き生きと 語る 
の だ。 
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廣島 一夫 竹と 歩んだ 人 


K 録 


この 図録に 掲載され た 竹 籠と 用具 額は、 すべて 中村國 男の コレクション であ 
り、 アメリカの ワシントン D.C. にある スミソニアン 協会 国立 自然 史 博物館 文化 
人類 部に すべて 寄贈し 収蔵され た。 

これらの 作品は、 380491 番の 収蔵 番号が 付けられ、 それに 従い、 全 作品に 
通し番号が ふられた。 この 図録の 最初の 籠は、 380491 -1 番で 博物館に 登録 
される。 2 番目の 作品は 380491 -2 と 順次に 記録され る。 時に 1 作品が 一個 体 
以上の 場合は、 枝 番号が 付けられる。 養蚕の 台は 380491 - 7 - 1 と 380491  - 
7 - 2 となる。 図録では 1 作品に 1 件の 図録 番号が 配され ている。 

作品の 計量は、 縦 •横の 長さと 高さを センチメートルの 単位で 示した。 

別名の 記載がない 場合、 籠は 廣島 一夫が 1986  - 87 年に 製作した。 
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図 録 


I 日 蔵の 籠 ここで 紹介す る 籠は、 スミソニアン 協会 国立 自然 史 博物館へ 寄贈され る 日 ま 

で 日 之 影 町の 家で 使われて いた。 いくつかの 籠は 養蚕の 仕事を やめた ために 無 
用と なった が、 その他の 籠は 役立って きた。 

壊れたり 弱く なった 籠は 「渋紙」 で 補強され 再生され る （No.5- 6)。 「渋紙」 
は、 桑の 繊維から 作った 紙に 柿渋を 塗った もので、 紙の 強度が 増す。 諸 塚 村 
の 集落で 作られた 幅広い 大きな 渋紙は、 村人が ブラ スティック 製の 覆いを 使う 
まで 必要と された。 

籠は、 幾 世代に も 渡って 長い間 使われて きたので、 製作した 人の 名前は 忘 
れられ てし まう。 しかし No.2-4 の 3 点の 籠は、 20 世紀 初めに 日 之 影で 仕事 
をして いた、 「ウシ どん」 の 愛称を もつ 平 岡 丑 松の 作品で ある。 ウシ どんが 製作 
した 籠は、 均等に 揃った 竹 籤で 編まれて おり、 その 緻密な 作りは 傑出して いた。 
廣島 一夫は、 ウシ どんに 一度 だけ 出会った ことがあ るが、 直接 習う 機会は な 
かった。 しかし 廣 島は 彼の 作品から 実質的に 学ぶ ことで、 尊敬す る 真の 師匠と 
して ウシ どんを 仰いだ。 
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1 メ シカゴ 
飯 籠 

製作者 不明 
1930 年頃 
42x42x40 
中村圭 一郎 （日 之 影 町宮水 在住） 寄贈 


この 籠は、 ご飯を 入れて 高い ところに 吊る 
す ことで、 夏季には 涼風に あて 腐らぬ よう 
にした。 冬季には 餅を 入れた。 また 1 年を 
通して 惣菜 や 残り物を 入れる 容器と して 
使われ、 高みに 吊るす 事で 猫に 取られな 
いように した。 


2 コザ ネト 才シ 

唐黍 （トウ モロ コシ） 用 篩 

製作者 平 岡 丑 松 
1910 -30  年頃 
45x45x10 

中 村 和 夫 （日 之 影 町 袴谷 在住） 寄贈 


3 モミ ト才シ 

蒒 

製作者 平 岡 丑 松 
1910 -30  年頃 
58x58x10 

菊 池 鶴 喜 （日 之 影 町 大人 在住） 寄贈 


この 篩は、 ひき わりの 唐黍 （トウ モロ コシ） 
の 穀粒を 選り分ける 時に 使った。 唐黍は 
米と 合わせて 炊かれた。 平 岡 丑 松 （通称 
ウシ どん） は、 中 山家の 注文で この 竹の 篩 
を 作った。 


この ト オシは、 一般的に 脱穀した 米 や 雑穀 
の 籾 殻を 選り分ける ために 使う。 ウシ どん 
は 菊 池 家の 注文で この ト オシを 作った。 菊 
池 家は、 鍛冶屋を 家業と していた ため、 こ 
のト オシを 「炭ト オシ」 に 使った。 この 例 
でも わかる ように、 多くの 籠の 用途は 広い 
ものである。 籠には 最も 普及した 使い方に 
合った 名前が つけられた。 
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旧蔵の 


盆 笊 

製作者 平 岡 丑 松 
1919 -30  年頃 
74x74x10 

菊 池 鶴 喜 （日 之 影 町 大人 在住） 寄贈 
この 平らな 籠は、 木製の 浅い 盆と 同じ 用 
途で 使われた （No.34 参照）。 ウシ どんが 
菊 池 家の ために 明治 末期に 作った もので、 
1975 年 ごろまで 使われて いた。 


5 ハリ ジョー ケ 
渋紙で 補修され た 籠 

製作者 •年代 不明 
59x59x10 

本 田 国 男 （日 之 影 町 輿地 在住） 寄贈 

この 容器は、 穀物 や 乾物を 入れて 使われ 
た。 本 田家に あった もので、 シヨ 一 ケに柿 
渋を 塗った 紙が 貼られて いる。 紙は 粗い 凹 
凸の 目を 滑らかに 覆い、 穴を ふさいで いる。 


6 ハリ ジョー ケ 
渋紙で 補修され た 籠 

製作者 •年代 不明 
45x45x10 

本 田 国 男 （日 之 影 町 輿地 在住） 寄贈 

この 容器は、 穀物 や 乾物を 入れて 使われ 
た。 本 田家では 古い 茶碗 籠に 柿渋を 塗つ 
た 和紙を 貼って 使われた。 


7. 1 — 2 カイコ バラ 

養蚕の ための 盆 笊 （蚕 籠） 

製作者 不明 
1890 年頃 
97x61x5 

甲斐 千年 （高 千 穂 町 三 田 井 在住） 寄贈 

甲斐 家では、 蚕を 餌の 桑の 葉と ともに 木 枠 
の 上に 広げた 網の 上で 飼って いた。 この 
盆 笊は 蚕の 糞を 集める ために 網の 下に 敷 
いた。 蚕 棚は、 網と 盆 笊の 層と なって い 
る （No.84  - 85 参照）。 申斐 家では このよ 
うな 盆 笊を 1890 年代から、 養蚕を やめた 
1920 年代まで 使って いた。 
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# ^ (7)  ||  廣 島は 少年の 頃、 樅 木 尾 集落の 渓流で 魚釣りを して 夏を 過ごした。 魚釣り 

は 子供たち に とって 面白い 遊びだった。 大人は 家族の 日々 の糧 に、 又 収入を 得 
るた めに、 丸一日 或は 空いた 時間に 魚を 釣った。 魚釣りは 五ケ瀬 川に 沿った 集 
落の 人々 の 生活に 大切な ことだった。 

多くの 男と 少年たち は 仕掛 （魚を 獲る 罠） の 基本的な 作り方を 知ってい たの 
で、 竹 籠 職人たち は 彼らの 注文に 応じて 作った。 廣 島は エ藤 正則の 徒弟 時代 
に 日 之 影 川に 沿った 集落で 仕事を していた ため、 鰻の 仕掛の 基本的な 形を 習 
得した。 1948 年廣 島は 五ケ瀬 川沿いに 家を 構えた 折、 流れの 速い 渓流に いる 
魚を 獲ら えて 入れて 置く 仕掛を 工夫して 作った。 漁師が 多くの 魚を 獲る 大きな 
仕掛 も 編んだ。 彼は 仕掛の 作りを 強固に し、 細かい 部分に 修正を 加え、 独自の 
技術と 道具で 仕掛の 基本 形を 改良した。 近年 五ケ瀬 川の 魚は、 下水道の 直接 
流入 や、 堆肥と 殺虫剤を 含んだ 雨水、 ダム 建設の 作業な どの 汚染に よって 急 
激に 減少した。 
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魚 猫り の 瓶 


8 ウナ ギホゴ 
鰻 用 魚 籠 


9 


9 ウナ ギホゴ 
鰻 用 魚 籠 


製作者 廣島 一夫 


製作者 廣島 一夫 


1986  年 


1986  年 


34x34x22 

五ヶ瀬 川では、 漁師は 仕掛 （No.24 -26) 
で 鰻を 活 きた まま 捕え、 この 竹の 魚 籠に 移 
し 市場へ 出した。 隙間な く 閉まる 蓋は、 鰻 
が 逃げる ことを 防ぐ。 廣島 はこの 器 形の 魚 
籠を 1930 -32 年の 徒弟 時代に 習得した。 
鰻は 栄養価が 高いた めに 山里の 生活に 大 
切な 食品であった だけでなく、 市場へ 活き 
たま ま 送る ことで 高価な 収入源だった。 


35x35x35 

この 魚 籠は、 五ケ瀬 川では あまり 使われな 
い 器 形で ある。 廣 島は 1959 年に 川沿いの 
集落の 八 戸へ 移り、 八 戸の 変電所で 働く 
人の 注文で この 魚 籠を 作った。 その後 廣 
島は 地元の 注文で この 器 形の 魚 籠を 6 - 7 
個 作って いる。 
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山里の 竹 龍 職人 


10 ビク 
魚 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
29x18x31 

五ケ瀬 川では、 捕えた 魚を 竹の 魚 籠に 入 
れ た。 漁師は 紐で 魚 籠を しっかりと 腰に く 
くりつけ た。 隙間な く 閉まる 蓋は、 魚が 逃 
げる ことを 防いだ。 1948 年に 廣 島は 五ケ 
瀬 川の 吾味 集落へ 移り、 この 竹の 魚 籠を 
習得した。 


11 ビク 

魚 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
31x22x35 

No.10 の 魚 籠と 同じ 用途で あるが、 この 竹 
の 魚 籠は より 大きい。 肩に かける 紐が 付く。 
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魚 獲り の 節 


魚 籠 


製作者 廣島 一夫 
1986  年 
30x15x30 

この 魚 籠は、 流れが 速い 渓流で 使われる。 
渓流の 水量が 増加す る 時期に、 漁師は 川 
岸に 立ち 長さ 6m の 竹竿の 先に、 竹製の 円 
形の 枠に 広げた 網を 巧みに 使う。 漁師は 
腰に 紐で くくりつけ たこの 魚 籠に 獲物を 入 
れ た。 魚 籠の 開口部の 下部から 突き出し 
た 竹 籤は、 魚が 飛び出す ことを 防いだ。 こ 
の 魚 籠は 釣竿 や リールを 使う 漁の 時に も 使 
う。 魚 籠の 胴 部は 細かく 編まれ、 角 ばった 
肩の 部分は 中へ 空気を 入れる ために 粗い 
編み 方に なって いる。 

廣 島は 徒弟 時代に この 形を 習得した。 大 
分 県から きた 竹 籠 職人 佐々 木 一から 籠の 
補強を 学び、 籠の 首 周りに 特別な 竹の 輪 
を 入れ、 側面に 補強の ための 幅の広い 竹 
籤を 加えて 改良した。 
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山 M の 竹®® 人 


13 アユカ ゴ 


1 4 イカ シカゴ 


鮎 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
33x22x31 

この 籠は、 鮎を 入れて 運ぶ ために、 主に 
五ケ瀬 川 流域で 使われて きた。 1 9 4 8 年に 
廣 島は 吾味へ 移り、 五ケ瀬 川の 河口に ある 
延 岡の 漁師から 注文を 受けた。 


活かし 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
65x65x39 

この 籠は、 No.8 の 籠の 約 2 倍の 大きさで、 
鰻 やその 他の 魚を 活かす ために 使われた。 
隙間な く 閉じる 蓋は、 鰻が 逃げ出す こと 
を 防いで いる。 1959 年に 廣 島は 八 戸に 移 
り、 多くの 鰻を 入れる 籠が 必要と され この 
籠を 作り 始めた。 5 -6 月には 川魚を 扱う 
卸商 人 や 飲食店の ために、 この 籠を 2-3 
個 作った。 1965 年 ごろまで この 籠の 注文 
を 常に 受けた が、 その後は、 プラス テイ ッ 
クの 容器が 竹 籠に 代わり、 さらに 川魚が 少 
なくなり、 活かし 籠の 注文 も 減少した。 
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魚 獲り 


16 イカ シカゴ 
活かし 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
56x56x59 

No.15 の 籠の 少し 小さな もの。 


15 イカ シカゴ 
活かし 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
84x84x79 

この 籠は、 10- 12 月に かけて 捕った 鮎を 
1 日 活かす ために 使われる。 産卵の ために 
川を 下って きた 鮎は、 漁師たち が 築に 張つ 
た 網に かかった。 1 つの 築には 6 -7 個の 
籠が 置かれた。 この 籠は 丈夫で 4 -5 年は 


保った。 廣 島は 1956 年頃に 川 鶴と 岡 元の 
早瀬で 働く 漁師たち から 注文を 受け、 1 年 
に 2- 3 個 この 竹 籠を 作った。 大きな 籠を 
編む ための 竹 籤は、 使う 竹 籤が 長いた め 
吾味の 仕事場の 戸外で 編んだ。 
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山里の 竹® 職人 


17 サカ ウケ または ガ ニウケ  18 アブ ラメ ヒビ 

川魚と 川 蟹 用 仕掛  アブ ラメ 用 仕掛 


製作者 廣島 一夫 


製作者 廣島 一夫 


1986  年 


1986  年 


38x38x61 


30x30x55 


「ゥ ケ」 と 呼ばれる この 竹 籠の 仕掛は、 8 月 
末から 10 月に かけて 産卵の ために 川下へ 
来る 魚 や 川 蟹 や 鰻を 捕る ために 五ヶ瀬 川 
で 使われた。 この 仕掛は、 入 子 状に なっ 
た 円錐 型で ある。 内側の 籠は ストッパーの 
役目を して おり、 重なった 籠の 端で ロが 開 
く。 この 仕掛は 川床の 水平な ところに 置か 
れ 、広口を 上流 方向に 向けて、 石で 重し 
をした。 魚が 必ず その 中に 泳ぎ 入る ように、 
他の 石で 流れの 向きを 合わせた。 さらに 仕 
掛の 中に 入った 魚が 出られない ように、 取 
り 外しので きる 留め具 （かえり •かえし） の 
内側には 長い 竹 籤の 先端が 寄せられ、 留 
め 具は 紐で 内側に 結び付けられ ている。 こ 


この 仕掛は、 糠と 味噌を 混ぜた 餌を 入れ 
て 細い 渓流に 置かれた。 餌は 芳しく 調理 
された、 小さな おにぎり である。 餌の 匂 
いが アブ ラメを 仕掛の 中へ 引き入れた。 
No.17 と 同様、 この 仕掛 も 入り口が 1 つで、 
留め具が 付いている。 廣 島が 1930  - 32 
年に 楠 原で エ藤 正則に 弟子入り していた 
時、 ェ藤 はこの ような 仕掛で 魚を 捕って い 
た。 しかし この 方法は 普及して おらず、 ェ 
藤は 自分の 釣りの ために だけ この 仕掛を 
作って いた。 


の 種類の 竹の 仕掛は、 竹 籠 職人では ない 
人たち も 作って いたよう だ。 
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魚 獲り の妞 


19。 1 一 2 イダ ヒビ 

ウ グイ 用 仕掛 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
51x51x51 

五ケ瀬 川沿いでは、 イダ （ウ グイ） を 獲る 
ために 匂いの 強い 餌 （甘い 匂いの 発芽した 
大麦 や 茹でた 海魚の 骨） を 入れた 仕掛を 
おいた。 イダは 決まった 場所に 住む ので、 
漁師は 同じ 場所に 仕掛を 下ろす。 （その 同 
じ 仕掛で、 鯉 も 捕まえる。 鯉 も 同じ 習慣を 
持って いて 同じ 餌を 好む。） 竹 籤で 作られ 
た 長方形の ロは、 魚が 外に 出られな いよ 
うに 作られて いる。 小さな イダは 刺身で 食 


19. 1 


ベ、 大きな イダは、 焼 魚 や 煮魚で 食べた。 
今日では 冷凍の おかげで 様々 な 海魚が 食 
ベら れる ため、 イダを 食べる 機会は 少なく 
なった。 この 簡易な 仕掛は、 素人の 釣り 人 
の 関心を 集めた。 1948 年廣 島は 吾味に 移 
り、 この 仕掛の 注文を 受けた。 廣 島は、 多 
くの 魚が 捕れる ように、 仕掛の 底 部を 平ら 
にして、 魚の 入り口を 大きく 改良した。 
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山里の 竹®‘ 職人 


20 ガ ニヒビ 
川 蟹 用 仕掛 

製作者 甲斐 朗男 
1987  年 
49x49x50 

6 月から 10 月の 月の出ない 暗い 夜に 川 蟹を 
捕る ために、 この 竹 籠の 仕掛は、 五ケ瀬 
川の 砂地の 川底に 置かれた。 翌日の 午前 
中に 仕掛は 引き上げられ、 川 蟹を 取り出し 
た。 川 蟹は 鰯の 骨 や 鶏の 骨の 餌の 匂いに 
誘われる。 この 仕掛を 作った 甲斐 朗 男は 日 
之 影の 竹の 平で 農業を していた が、 近隣 
の 人たち に 竹 籠を 作って いた。 


21 ガ ニヒビ 
川 蟹 用 仕掛 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
53x49x49 

廣 島は 川 蟹 用の 仕掛 No.20 を 改良した。 
入り口を 広く し、 川 蟹を 他へ 移す 別の ロを 
作った ので ある。 1930 -40 年代には 豊富 
な 量の 川 蟹が 獲れ た。 川 蟹の 獲れ る 10 月 
ごろは、 トウ モロ コシの 実が 熟す 時期で、 
漁師たち は それを 餌に 使った。 


22 コイ ヒビ 
鯉 用 仕掛 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
87x82x69 

五ケ瀬 川の 川岸で 漁師たち は 鯉 用の 仕掛 
を 使った。 餌の 匂いで 鯉を 引き寄せて 捕っ 
た。 イダ （ウ グイ） と 同種の 鯉は 川底の 決 
まった 場所に 住む ので、 底の 平らな 仕掛 
は、 川底のより 低い ところに 置かれた。 
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热® りの 能 


23 エノ ハウケ 
ウ グイ 用 仕掛 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
35x35x79 

この 竹 籠の 仕掛は、 産卵期の ウ グイ （イダ • 
エノ ハ） を 獲る。 廣島 はこの 簡単な 仕掛を 
樅 木 尾の 少年たち に 習った。 この 仕掛は 
上流に 向けて 開口部を 置く と、 交尾期の ウ 
グイは 広い 開口部の 中に 流れて 入り、 狭い 
奥の 方へ 押し やられ、 一対の ウ グイが 捕 
れ た。 
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山里 _ の 竹 能 職人 


24. 1 — 10 ウナ ギポ ツポ 

鰻 用 仕掛 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
7x7x59 

この 仕掛で 鰻を 獲る ことは 子供たち の 楽 
しみだった。 5- 7 月頃 五ケ瀬 川の 上流の 
浅瀬で、 鰻が 仕掛に かかった。 幼虫の 餌 
を 入れ 石の 重し をつ けて、 開口部を 下流 
に 向け 砂の 川底へ 置いた。 夜に 仕掛けて、 
翌朝に 鰻を 獲る。 仕掛の 内側の、 円錐 状 
の 竹の 留め具 （かえし） は、 鰻が 逃げる の 
を 防いだ。 


25. 1 - 10 ウナ ギカ ッポ 

鰻 用 小さな 仕掛 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
6x6x67 

漁師は、 五ヶ瀬 川の 中流 域で この 仕掛で 
鰻を 獲った。 これは No.24 の 仕掛と 異なり、 
竹の 幹の 筒の 部分を 工夫した ものである。 
この 仕掛に も 竹 籤で 編んだ 留め具が 使わ 
れ ている。 


26. 1 —3 ウナ ギカ ッポ 
鰻 用 大きな 仕掛 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
9x9x95 

No.25 の 大きい 仕掛。 この 仕掛は 5- 6 匹 
の 鰻を 捕る ことができる。 
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魚 獲り の 瓶 


台所と 農作業の 
ための 籠 


日 之 影に ある 改築され ていない 古い 農家は、 隅に 昔の ままの 台所が ある。 大 
家族の 賄を した 台所で ある。 家の 中央に 広い 部屋が あり、 脇に 大きな 土間が あ 
り、 太い 丸太の 梁が 高い 天井を 支えて いる。 土間に 薪で 焚く 大きな 竈が あり、 
大量の 食材を 調理す る 特大の 鉄 鍋 や 蒸籠な どの 用具が あった。 台所の 入り口 
は 直接 前庭へ 開かれ、 晴天の 日には 台所 仕事が 戸外で 行われた。 各 家では 必 
要な 食材を 育て 調理した。 

様々 な 竹製の 籠と 用具は、 かつては 日 之 影に あふれて いた。 弓形の 把手が 
ついた、 ぴたりと 閉まる 蓋 付の 籠は、 貯蔵庫に つるされた。 以前は 日 之 影の 農 
家は 朝食に 米を 炊き、 夕食に も 米を 炊いた。 昼食は 朝食 時の ご飯を 取り 置き、 
その 冷めた ご飯を 食べた。 米は 五穀 や 唐黍 （トウ モロ コシ） を 混ぜて 炊く こと 
も あった。 冬季には、 ご飯を 曲げ物 （No.129) に 入れた。 夏季 や 梅雨には、 ご 
飯を 飯 籠 （No. 1，27, 28) に 布巾を 敷いて 入れた。 飯 籠は ご飯を 腐らせな いため 
に、 日陰 や 台所の 戸外の 長い 軒下に 吊した。 農夫たち は 飯 籠を 畑 や 山中へ 運 
び、 虫 や 動物から 守る ために 木の 枝に 吊るした。 蓋の 摘みは 細い 竹の節で 出 
来て いて、 濡れた 手で も 泥の ついた 手で もつ かみ 易い ものだった。 餅 や 余った 
おかずな ども この 中に いれた。 

農婦たち は 蓋 付きの 籠 （No.29 -31) に 煮干 や 小魚を 入れて、 煤で 黒く 光る 
台所の 梁から 吊るした。 近海の 小 鰯は 乾燥 させ 煮干に 加工され、 山里で 量り 
売りされ た。 籠の 大きさは 量り売りの 量に 合わせて 作られて いた。 

日 之 影で 最もよ く 使われる 竹 籠は、 「ショー ケ」 （No.33  - 45) と 呼ばれる 頑 


80 


山里の 竹 瓶 職人 


丈な 縁を 持つ 浅い 丸型の 笊で ある。 この 笊は 廣 島が 戦前 戦後を 通して 最も 数 
多く 作った もので、 農家の ために 様々 な 大きさ や 形が あった。 今でも 畑 や 家庭 
で 農作物を 洗い、 水切りす るた めに 使われて いる。 竹 籠 職人は 別称で 「ショー 
ケ 作り」 と 呼ばれた ほどで ある。 
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台所と 農作 茉 


27  メ シカゴ 

飯 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
40x40x41 

夏季には この 籠に ご飯を 入れ、 涼しい とこ 
ろに 吊り下げた。 1920-30 年代には 集落 
を 廻る 竹 籠 職人は、 この 飯 籠を 数多く 作っ 
た。 飯 籠は、 隙間な く 閉まる 蓋の ために、 
竹 籠 職人の 手の込んだ 細工が 必要で、 完 
成す るのに 2 日間 かかった。 冷蔵庫に ご飯 
を 入れる と 固くなる ため、 現在で も 多くの 
家庭で この 飯 籠を 使って いる。 


28  メ シカゴ 
飯 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
35x35x39 

この 籠は No.27 と 同様の 飯 籠 だが、 廣島 
が 大分県の 竹 籠 職人 佐々 木 一に 習った 編 
み 方で 製作した 。佐々 木は 「ザル 目 編み」 
で 編む 箕と 籠の 名人だった。 「ザル 目 編み」 
とは、 「菊の花」 の 形を した 底 部から 編み 
始め、 幅広い 縦鑛に 細い 横 鏡で 編んで い 
く。 その 籠は、 「ショー ケ」 と 呼ばれずに 「ザ 
ル」 と 呼ばれた。 


82 


29 イリコ カゴ 

煮干 保存 用 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
44x44x47 

伝統的な 日本の 計量に よれば、 この 大きさ 
の 籠は 一貫 （3.75kg) の イリコ （煮干） 用で 
ある。 この 籠は 台所 や 納戸の 天井から 下 
げ て、 他の 食材を 保存す るた めに も 使われ 
た。 しっかり とした 把手に 仕上げる ために、 
3 本の 籤を 野生の かずら 蔓で 補強した。 廣 
島は この 籠と No.27 の 飯 籠を、 エ藤 正則 
の 徒弟 時代 （1930  - 32) に 学んだ。 蓋 付 
き 飯 籠を 仕上げる ためには 2 日間 かかる。 
1932 年の 代価は 1円 20 銭だった が、 1942 
年には 廣 島は 代価を 5円 とし、 1987 年には 
1，000円 とした。 


山里の 竹 瓶 職人 


30 イリコ カゴ 
煮干 保存 用 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
34x34x41 

廣 島は 1950 年代 吾味に 住んで いた 頃、 修 
行 時代に 覚えた 鰻 籠に 把手を つけ、 この 
籠を 考案した。 この 籠の 器 形は 広まり、 多 
くの 注文を 受けた。 


31 イリコ カゴ 
煮干 保存 用 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
31.5x31.5x40 

No.30 の 器 形を 応用した 籠で、 竹の節を 
利用した 三 足を 付けた。 
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台所と 農作 槳の ための 節 


32 チヤ ワン カゴ 
水切り 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
59x49x45 

この 籠は、 洗った 茶碗、 汁 碗、 箸な どの 
食器の 水切りと 収納に 使われた。 


33 サゲ ジョー ケ 

保存 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
53x55x42 

この 籠は、 主に 蒸し 団子 や 蒸し 芋、 蒸し ト 
ウモ ロコ シを 保つ ために 涼しい ところに 籠 
を 吊り下げて 用いられた。 この 形は シヨ 一 
ケと 呼ばれる 基本的な 籠に、 竹 籤 2 本の 
しっかり とした 把手を 付けた ものである。 
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山里の 竹 流 職人 


34 バラ 

盆 笊 


製作者 廣島 一夫 
1986  年 
74x74x9 

小麦 や薔 麦の 実を 粉に 挽く ための 手 挽き 
の 石臼を、 この 盆の 上に 置き 使用した。 こ 
の 籠の 縁は 粉を こぼさな いように 立ち上が 
りを つけて 作られた。 この 籠は 密な 綾織に 
編まれて いるた めに 粉が 下に 落ちない。 今 
日では、 農家で 石臼を めったに 使用し ない 
が、 この 盆 笊は 餅を 作る ときに 役立って い 
る。 足蹴り 臼 や 木製の 臼で ついた 餅を、 こ 
の 盆に 広げた 打ち 粉の 上で 丸い 餅に する。 
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台所と 農作業の ための 骶 


35 アラ ジョー ケ 
笊 


36 アラ ジョー ケ 37 アラ ジョー ケ 

笊 笊 


製作者 廣島 一夫 


製作者 廣島 一夫  製作者 廣島 一夫 


1987  年 
69x69x14 


1986  年 1987 年 

64x64x12  5〇x5〇xl〇.5 


この 籠は、 台所 や 畑の あらゆる 仕事に 役 No.35 の 小さな 形。  No.35 の 小さな 形。 

立つ。 大小の 籠を 使って 畑で 採れた 野菜 
や 穀物を 運ぶ だけでなく、 山間部で 収穫し 
た 果実、 木の実、 椎茸を 運んだ。 この 籠 
は 中心が 荒く 編まれて いる 為に、 泥の つい 
た 野菜 や 汚れた 食器な どを 籠の 中で 洗い、 

そのまま 乾かした。 廣 島は 第二次大戦 後 
日 之 影 町の 小学校の 給食 場の ために この 
大きさの アラ ジョー ケを たくさん 作った。 
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山里の 竹簡 職人 


38 サン カク ジョー ケ 

三角 笊 


製作者 廣島 一夫 
1986  年 
47x47x12 

この 三角形の 水切り 笊は、 丸型の 笊 （No.35 


がない ので、 他の 土地から 日 之 影へ 入っ 
てきた 器 形と 考えられる。 
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台所と 農作業の ための 瓶 


40 コエ ジョー ケ 
肥料 用 笊 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
51x51x9.5 

農夫たち はこの 運搬 用の 笊に 肥料と なる 
牛馬の 糞を 入れ、 両手で 抱えて 納屋から 
田畑へ 運んだ。 


41 コ メア ゲ ジョー ケ 
米 研ぎ 用 笊 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
57x58x14 

緻密に 編まれた この 笊は、 研いだ 餅 米を 
水切りし、 蒸菴に 移す 時に 使われた。 日 
之 影では 正月 や 雛祭り や 節句な どの 家族 
で 祝う 日に 餅を 用意した。 この 笊は、 皆が 
集まる 祝の 席で 用意され る 「煮し め」 を 作 
る 時の 野菜の 水切りに も 使われた。 普段 
より 多い 人の 食事を 用意す る 時 だけ 使う の 
で、 使わない 時は 大切に 仕舞われ、 何 世 
代に も 渡って 使い 続けて いる。 
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山里の 竹 1 W 人 


42 サカ ヤコ メア ゲ ジョー ケ 
醸造所の 米 用水 切り 笊 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
66x67x16 

日 之 影 町の 2 件の 醸造 元 （姫 野 醸造と 福 田 
醸造） は、 廣 島に 大きな 水切り 笊を 注文し 
た。 大きな 水き り 笊は、 麹を 運び、 研いだ 
醸造 米の 水を 切る ために 使われた。 緻密 
で 滑らかに 編まれた 籠の 目に 米粒が 入り 
込む ことは ない。 


43 カタ クチ ジョー ケ 又は イナ リグ チ 

片口 笊 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
47x51x12 

注ぎ口の ある この 笊は、 米 研ぎ 用の 笊 
(No.41) を 使うよ り、 餅 米を 蒸菴に 移し や 
すい。 また この 笊は、 穀物 や 豆を 備蓄 用 
の 容器に 移す 時に も 便利で、 日々 の 暮らし 
によく 使われた。 


44 ム ギヨ マシ ジョー ケ 
大麦 用浓 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
48x49x11 

農家は 普段 米に 他の 穀物を 混ぜて 炊く。 
そのために いつでも 他の 穀物 （主に 大麦） 
の 脱穀 も 必須で ある。 大麦は 米より 調理 時 
間が 長いので、 別に 茹で このような 笊に あ 
げ ておいた。 ある 時から 大麦を つぶす 機 
械が 広まり、 大麦の 調理 時間が 短く なった 
ために、 この 笊の 用途は なくなって しま っ 
た。 廣 島は 第二次大戦 後、 北 郷村の 宇納 
間 集落に 住んで いた 時に この 特別な 器 形 
の 笊を 初めて 作った。 日 之 影では この 形の 
依は 使われて いなかった。 
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台所と 農作 紫の 


45 イ モア ライ ジョー ケ 

サト イモ用 笊 


製作者 廣島 一夫 
1987  年 
54.5x55x13 

この 水切り 笊は、 芋を 出荷す る 際に 用いら 
れた 。根菜類は 最初、 薄い 泥の ついた 皮 
を 取る ために、 水を 入れた 木の 桶の 中で 
木の 棒で ぐるぐ るかき 混ぜられる。 その後 
このような 笊に 移され、 綺麗な 水で 濯ぎ 水 
切りされ た。 


46 モ ミト オシ 

籾蒒 ‘ 2 分 目 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
63x63x11 

この 籾 篩 （モ ミト オシ） は 籾と 籾 殻を 分け、 
また 小麦 や 大麦、 黍、 ァズキ 、大豆な ど 
他の 榖 物の 殻 や 鞘を 取り除く ために 使わ 
れ た。 穀物は この ト オシを 使って 分け、 箕 
に 風を 当て 選り分けた。 廣 島は 徒弟の 時 
にこの ト オシの 作り方を 学んだ。 この ト才 
シは 中心の 平坦な 部分を かなり 広く 開けて 
編んで いる。 このような ト オシは すべて、 
網目に 日本 古来の 尺度 「分 （3.3cm)」 を 使 
い、 特別な 道具 （No.154,  156) を 用いて、 
入念に 作られる。 


'故: 和， 


… ス森' 卜^]^^^3^^^ 


"nrnrnmmm^ 

■ .丨 __ 丨丨 '丨 ■ ■： 
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山里の 竹筂 職人 


47 モ ミト オシ 

籾蒒 2.5 分 目 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
65.5x65.5x10 

この 籾 篩 （モ ミト オシ） は、 No.46 の 篩より 
網目が 広い。 網目の 大きさは 選り分けられ 
る 籾の 大きさを 決める。 しかし 多くの 家庭 
では、 丨 つの モミ ト オシを 様々 な 用途に 使っ 
た。 モ ミト オシは 特別の もので、 高価で あ 
り、 各 農家は 世代を 引き継ぎ 大切に 使った。 
廣 島は ト オシの 注文は 多く 受けなかった。 
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台所と) B 作業の ための 妞 


48 チヤ ト オシ 

茶 篩 1.5 分 目 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
49x49x9.5 

日 之 影の 農家では 茶 葉を 摘み、 鉄 鍋で 煎 
り、 手で 揉み、 緩った。 最終的に 茶 葉は 
大きさに より 等級に 分けられ、 茎な どの 雑 
物は 選り分けられた。 廣 島の 師匠 エ藤正 
則は、 この ト オシの 作り方を 教えた が、 丸 
1 日 かかる 仕事だった。 煎茶の 生産は、 日 
之 影の 主要な ものだった ので、 多くの 農家 
では 昔 作った ト オシを 大切に 使って いる。 


49 チヤ ト オシ 


50 コザ ネト オシ 

唐黍 （トウ モロ コシ） 用 篩 


製作者 廣島 一夫 
1986  年 
57.5x57x7 

日 之 影では、 しばしば 米と 砕いた トウ モ 
ロコ シを 一緒に 炊いた。 トウ モロ コシ は、 
米と 同じ 時間で 炊ける よう、 米粒と 同様 
の 大きさに する ために 手 挽き 石臼で 砕 
かれた。 この ト オシは 粒を 揃えたり、 混 
ざった 雑物を 選り分ける ために 使われ 
た。 頻繁に 使う ことはなかった ので、 古 
いト オシ も 痛まずに 多くの 家庭に 残って 
いる （No.2)。 


茶 篩 2 分 目 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
48.5x49x10 

No.48 より 広い 網目の ト オシ。 
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山 丨®. の 竹 龍 職人 


51 ミ ソゴシ 
味噌 漉し 


製作者 廣島 一夫 
1986  年 
25x25x10 

味噌 漉しは、 味噌汁を 作る 上で 大切な も 
のだった。 昔の 日 之 影の 家庭は、 自家製 
の 味噌を 作って おり、 原料の 大豆 や 大麦 
が 粒で 残る。 味噌汁は、 適量の 味噌を 味 
噌 源し に 入れ、 それを 湯の 沸いた 鍋に 入 
れ 、箸 かお 玉で 味噌が 熔ける まで 混ぜた。 
味噌 漉しは 各 家庭の 人数に 合った 鍋の 大 
きさに 合わせて 作られて いた。 この 簡単な 
器 形は、 徒弟の 時廣 島が 最初に 習った も 
の だ 0 


52 テツ キミ ソコシ 
味噌 漉し 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
68x26x15 

この 容器は、 No.51 と 同じ 使い方を する。 
把手の 竹の 棒は 味噌 漉しの 籠の 部分を つ 
ける ために 片端を 割った。 


53 ウド ンアゲ 
鑑 純 掬い 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
71x26x5 

この ウド ンアゲ は、 媼 飩や喬 麦が 茹で 上 
がった 時に、 煮え立つ 大きな 鍋から 麵を掏 
い 上げる ために 使われた。 また 団子 や蓣 
篛 などを 茹でた ときに も 使われた。 
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台所と is 作龙 のた めの 龃 


54 


54 ス 

醤油 漉し 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
23x23x76 

自家製の 醤油を 作る 過程で、 醤油 漉しは 
底の 平らな 木製の 樽の 中央に 沈めて 使用 
した。 樽の 中には、 蒸した 大豆、 大麦、 麹、 
塩、 水が 混ざった 重い どろ っ とした もの 
(諸 味） が 入って いて、 その 中央に 沈めら 
れた 醤油 漉しには 液体 だけが 染み出し 溜 
まる 仕組みに なって いる。 それが 醤油で、 
玉 杓子を 使って、 醤油 漉しの 筒から 醤油 
を 汲み だす。 醤油 漉しは 諸 味の 中の 雑物 
も 除いた。 通常、 諸 味は 2 回 繰り返して 醤 
油 作りに 使われた。 


55. 1 — 2 シオ カゴ 

塩 用 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
24x24.5x45 

かつて 山間部の 集落では、 塩は 貴重な 必 
需品だった。 入手す る ことが 難しいた め 
に、 1 度に 大きな 木の 容器に 詰められた 塩 
を 大量に 買い入れた。 それは 精製され て 
いない 海の 塩であった ので、 多くの 水分 
を 含んで いた。 塩は この 籠に 入れ 吊され、 
籠の 先端から 下に 置かれた ボ- ルに 塩の 
水分が 滴り落ちた。 塩を 漉す 作業は 塩を 
固まらせな いため も あった。 塩から 出た 水 
分は ニ ガリと 呼ばれる 苦汁で、 家庭で 豆 
腐を 作る ときに 凝固 剤と して 使われた。 今 
日で も 日 之 影の 女性たち は 自家製の 豆腐を 
作って いる。 
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山 m の 竹® 職人 


58 夕 ラシ 
水切り 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
32x25.5x4.5 

No.56 の 籠の 小さな 形。 

底を 持つ。 洗った 野菜の 水切りに 使われ 
た。 日 之 影では 円形の 底の 水切り 籠を 使っ 
ていたので、 長 四方は 使われて いなかつ 
た。 廣島 はこの 器 形を 第二次大戦 中、 延 
岡の 佐 藤 進 一の 工房で 働いて いた 時に 覚 
えた。 延 岡で 廣 島は 新しい 籠の 形を 多く 習 
得した が、 その 大半は 忘れて しまって いる。 


56 タラン 

水切り 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
38x29.5x5 

この 籠は 平らな 長 四方の 器 形で、 粗い 目の 


57 夕 ラシ 

水切り 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
34x27.5x5 

No.56 の 籠の 小さな 形。 
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台所と® 作業の ための 節 


59 テゴ 
腰 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
33x26x34 

この 籠は 紐で 腰に くくりつけ るので、 両手 
が 自由にな り、 茶 葉、 椎茸、 果実の 収穫 
をす る 時に 使う。 テゴは 苗床に 種を 運び、 
棚 田に 苗を 運ぶ ために も 使われた。 様々 
な テゴが あるが、 廣 島は 日 之 影の 主 産品 
の 椎茸 やお 茶の ために この 形の テゴを 多く 
作った。 （このような 籠を、 椎茸 用を 「ナパ 
トリ テゴ」 、茶 葉 用を 「チヤ トリ テゴ」 と 呼 
ん だ。） 


60  メテゴ 
四ッ目 編の 腰 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
33.5x22x31 

No.59 の 籠の 変形で、 網目が 粗いた めに 水 
切りが でき、 苗 運び や 田植えに 適して いる。 


61 カルイ ガ タテゴ 
腰 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
35x22.5x30 

この 籠は、 一般的な 腰 籠 （No.59) と 同じ 
働きを する が、 日 之 影 独特の 背負い 籠 「力 
ルイ」 と 形が 同じで ある。 日 之 影の 多くの 
農夫は 自分で カルイを 作れる ので、 この 力 
ルイ 型 テゴが 一般的だった。 この 作り方 
は、 三ツ輪 カルイ （No.94,  96,  97) を 真 
似て いる。 


山里の 竹 籠 職人 


62 ナバト オシ 
谁茸篩 7 分 目 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
75x74x12 

椎茸 栽培 農家は、 椎茸を 標準 的な 大きさ 
に 選別す るた めに、 ト オシを 使う。 椎茸を 
選別して から 出荷す ると、 仲買に 良い値で 
売る ことができた。 この ト オシは 椎茸を 7 
分 （2.11cm) の 大きさに 選別す る。 廣 島は 
椎茸 仲買 商の 人たち にも この ト オシを 作っ 
た。 廣 島は 地方の 農夫から、 この ト オシと 
綾織りの 籾 飛ばし （No.69) を 組に して 注 
文を 数多く 受けた。 椎茸 ト オシを 作る こと 
は、 骨の 折れる 仕事で ある。 なぜなら 網 
目は 均一で なければ ならず、 さらに 竹 籤は 
底 部と 縁の 境と なる 直角 部分が 切れ やす 
かった。 
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台所と 鹿 作業の ための 妞 


山里の 竹 龍 職人 


66 エブ 又は スミ ト オシ 
炭 篩 3 分 目 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
58x60x25 

炭 焼 職人は 窯 場で 焼き あがった 炭を 篩に 
かける。 藁で 編んだ 俵に 炭を つめる 前に、 
炭の 灰を 落とす ためで ある。 その 灰は 染 
物 屋や锻 冶屋の 人たち が 使った。 第二次 
大戦が 終わって から もま だ 炭は 主要な 燃 
料だった。 そのため 廣 島が 育った 山奥の 
樅 木 尾で も 炭 焼が 盛んに 行われた。 炭 焼 
職人は 自分の ト オシは 自分で 編んだ が、 廣 
島 も 時々 注文を 受けた。 


■纖 


67 エブ 又は スミ ト オシ 
炭 篩 5 分 目 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
57.5x62x26 

No.66 のさら に 大きな 目の ト オシ。 


99 

台所と 農作業の ための 組 


68 エブ 又は スミ ト オシ 

炭 篩 7 分 目 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
59x62x28 

No.66 のさら に 大きな 目の ト オシ。 この 大 
きさの ト オシは、 焼き あがった 炭を 窯から 
掏い、 俵に 詰める ために 使われた。 


69 アジ ロミ 
箕 （籾 飛ばし） 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
66x63.5x22 

この 箕は 綾織で 編まれ、 干し 椎茸の 雑物 
(ゴ ミ） を 取り、 箱 や 袋に 詰める ために 使わ 
れ た。 廣 島は、 大きな 椎茸 農家と 干し 椎 
茸 問屋の ために この ト オシを 作った。 この 
箕 は、 No.62  - 65 のト オシと 組み合わせ 
て 使われた。 
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山！ E の竹雒 職人 


70 ハミ クワセ ジョー ケ 

かいば （飼料） 掏い 


製作者 廣島 一夫 
1987  年 
64x63x22 

この 平らな 底の 笊は、 冬季の 間 牛馬に 飼料 
を 与える 時に、 細かく 刻んだ 干 草を 掏って、 
飼 葉 桶 （ハミ 桶 •餌 箱） に 入れる 時に 使わ 
れ た。 日 之 影では 多くの 家で 牛馬を 飼って 
いたので、 この 掏い 籠は 毎日 使われた。 


71 ォゴケ 

麻糸 用 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
31x31x23.5 

この 籠は、 麻から 糸を 紡ぐ 過程で 必要と さ 
れ た。 農婦は 水で ふや かした 麻の 茎から 
繊維を 取り出し、 端と 端を 繋いで、 長い 糸 
を 作り、 束ねて この 籠に 人れ 保管した。 近 
年になる まで 麻から 抽出した 繊維は 機 織 
の 主 原料で、 地方の 家庭 （特に 山間部に お 
いて） では 衣服 や 寝具、 保存 用の 袋に 使 
われた。 綿は 山間部では 育たなかった 上に 
自家製の 綿布は 作業 着の ような 荒い 使い 
方には 耐えられない ものだった。 竹 籠 職人 


たちは 19 世紀末から 20 世紀 初期に かけて 
この 形の 籠を 作って いたが、 廣島 はこの 籠 
の 注文を 多く 受ける ことがなかった。 工場 
製の 布と 市販の 既製服は、 麻布の 需要を 
失く してし まった。 
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台所と 農作 某の ための 誑 


72 ジ テン シ ヤカゴ 
配達 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
56x41x34 

この 籠は、 自転車 や オ-ト バイの 荷台に 括 
り 付けられ、 田舎の 商店の 配達に 使われた。 
また 舗装され た 道 沿いの 家々 に 暮らす 人た 
ちから 主に 注文が 来た。 第二次大戦 後日 
之 影 町の 舗装道路が 普及し、 自転車は 広 
まった。 廣 島は 日 之 影 町の 2 件の 醸造所の 
ために 数多く この 籠を 作った。 この 籠は 1 
升 瓶] 2 本が 入る 大きさだった。 戦争 中廣 
島は 延 岡の 佐 藤 進 一の 工房で、 籠の 角と 
縁を 補強す るた め、 底 部と 胴 部を 編む 籤の 
扱い方を 竹 籠 職人の 田 中と 沖 田に 習った。 


73 ジ テン シ ャカゴ 
配達 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
48x36x30 

No.72 の 少し 小さい 籠。 1 升 瓶 8 本が 入る。 


74 ジ テン シ ャカゴ 

配達 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
43x29.5x28 

No.72 の 少し 小さい 籠 〇 1 升 瓶 6 本が 入る 
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山里の 竹 瓶 職人 


75 ナマ ハカ ゴ 76 チャカ ゴ 

茶 葉 籠 茶 葉 籠 


77 チャカ ゴ 
茶 葉 籠 


製作者 廣島 一夫 
1987  年 
86x64x17 


製作者 廣島 一夫 
1986  年 
64.5x64x69 


製作者 廣島 一夫 
1987  年 
42x41.5x41 


この 大きな 浅い 籠は、 主に 製茶 工場で 煎 
られた 茶 葉を まとめて 冷ます ために 使わ 
れ た。 


4 -5 月 ごろ 摘まれた 茶 葉を、 製茶 工場で 
作業に 入る まで この 籠に 入れた。 廣 島は 日 
之 影 町に 広い 茶畑を もつ 農家の ために 大 
きな 茶 葉 用の 籠を 作った。 


茶 葉は 腰に 下げた 籠 （No.59) に 摘み取ら 
れ 、さらに この 籠に 詰められ、 製茶 工場に 
運ばれた。 
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ま 所と 農作 菜の ための 撤 


78 ク ワカ ゴ 
桑の 葉 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
61x61x66 

1920 - 30 年代を 通して 養蚕は、 日 之 影 町 
の 農家に とって 大切な 仕事だった。 蚕の 
盛んな 食欲を 満足させる ために、 大量の 
桑の 葉を 毎日 必要と した。 摘んだ 桑の 葉は 
腰に 下げた 籠に 入れられ、 この 籠に まとめ 
蚕の 部屋に 置かれた。 

79 ク ワカ ゴ 

桑の 葉 籠 


製作者 廣島 一夫 
1987  年 
56x56.5x65 

No.78 の 小さな 形。 
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山里の 竹 齟 《 人 


80  . 81 アマと アマ ダイ 
椎茸 乾燥 用 籠 •台 


製作者 廣島 一夫 
1987  年 

103x103x20  / 97.5x96x50.5 


この ドーム 型を した 籠の 皿と 筒 型の 籠の 台 
は、 生 椎茸を 乾燥させる ために、 炭火を 
台の 内側で 焚いて 使用した。 軽い、 簡易 
な 籠の 一式は、 台所の 薪を 燃やす 竈で 乾 
燥させる 笊 （No.83) より 椎茸を 乾燥 させ 
るた めに ふさわしい ものだった。 ドーム 型 
の 籠の 皿は、 炭火の 高温から 椎茸を 守っ 
た。 近年 石油 ストーブが この 籠の 一式に 
取って代わって きたが、 以前は 日 之 影の 各 
家庭に あった。 椎茸の 栽培は 日 之 影の 主 
な 収入源であった ため、 廣 島は 徒弟に なっ 
て 直ぐに この 籠の セットを 作った ことを 覚 
えてい る。 


80,  81 
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台所と 農作業の ための M 


82 チヤ モミ 
茶 揉 


製作者 廣島 一夫 
1987  年 

97.5x63.5x3.5 

日 之 影で 行われて いた 茶 葉の 釜 煎りの 製 
法は、 茶 葉を 鉄 釜で 煎って からこの ような 
平らな 盆の ような 籠に あけ、 茶 葉を 広げ、 
素手で 揉み、 葉を 槎っ た。 このような 籠が 
ない 時は、 筵の 上で 行った。 


83 ナバ アブリ 
椎茸 乾燥 笊 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
84x84x6 

この 笊は、 台所の 竈の 丸い 開口部の 上に 置 
かれ、 薪を 燃やした 熱で 椎茸を 乾燥させる。 
この やり方は、 生 椎茸を 乾燥させる ための 
1 つで、 収穫が 少ない 時に 向いて いる。 
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山里の 竹 籠 職人 


84 カイコ バラ 
養蚕 用 盆 笊 


製作者 廣島 一夫 
1987  年 
9〇x6〇x4 

蚕は 新しい 桑の 葉を 食べる。 桑の 葉は こ 
のよう な 木の 枠の 籠の 上に 広げられ、 蚕の 
糞を 集める ための 盆 笊 （No.85) がその 下 
に 置かれる。 このような 組み合わせの 台は、 
養蚕に 必要な ものだった。 農家では 養蚕 
専用の 部屋に この 盆 笊を 置いた。 養蚕は 
19 世紀 半ばから 20 世紀 初めに かけて 日 之 


影の 盛んな 産業の 1 つだった。 1936 年頃 
廣 島は、 養蚕を 続けて いた 4 -5 件の 農家 
に 改良を 加えた この 台を 作った。 養蚕は 
籠を 多く 使用した ので、 籠の 代金は 高く 付 
き、 そのため 一般的な 農家は 自分たち で、 
このような 籠を 編んだ。 


85 カイコ バラ 
養蚕 用 盆 笊 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
90x60x42 

この 笊は 桑の 葉を 広げた 盆 （No.84) の 下 
に 置かれた。 蚕の 糞を 集める ための 綾織 
りの 網目の 盆で ある。 


85 
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台所と 辟 作業の ための 甜 


86 ジョウ ゴ 
漏斗 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
47x47x36 

この 大きな 容量の 漏斗は、 乾燥した 穀物、 
豆類を 俵 や 藁の 袋に 入れる ために 使われ 
た。 廣 島は 1925 年 ごろまで 竹 籠 職人たち 
が、 日常に このような 竹 籤を 編んだ 漏斗を 
作って いたのを 覚えて いる。 その 頃に 金属 
製の 漏斗が 広まり、 竹 籤で 編んだ 漏斗を 
作って いたのは ウシ どん 1 人だった。 


87 ヒヨ コカ ゴ 

雛 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
81x82x52 

この 大きな 網目の 覆い 籠 （囲い 籠） は、 農 
家が ヒヨ コを 飼い猫 や 野良犬から 守る ため 
に 使った。 
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山里の 竹 館 職人 


88 テミ 
運搬 用 籠 

製作者 廣島 一夫 
198 フ年 
42x42x10 

この 籠は、 両手で 持つ ように 作られ、 水田 
の 開墾 時 や 土木 作業で 土 や 砂 や 砂利を 運 
ぶ 時に 使われた。 この 籠は、 厚みの ある 
竹 籤と 厚く 重ねられた 縁で 作られて いる。 
廣 島は 第二次大戦 中、 延 岡の 佐 藤 進 一の 
工房で この 籠を 多く 作った 6 その後 1960 
年代 初めまで、 日 之 影の 建設会社から 注 
文が あり、 1 日に 約 10 個 製作した。 


89 ツチ 力 カエ 
土 運搬 用 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
52x48x18 

この 籠は、 特に 泥を 運ぶ ために 使われた。 
新しい 水田を 開拓す る 時に 用いられた。 
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台所と 跋 作 楽 •の 


90 モッコ 
運搬 用 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
181x63x4 

新しい 水田を 開墾す る 時に、 2 人 1 組で こ 
の 籠に 重い 泥を 乗せて 運んだ。 また 堆肥 
の 運搬に も 使われた。 子供たち は 校庭の 
掃除の 時に、 落ち葉 やゴ ミを 集め 運んだ。 
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山里の 竹 瓶 職人 


91 カン スケ カゴ 
天秤棒 •籠 


製作者 廣島 一夫 
1987  年 
176x56x19 

北 郷村の 宇納間 集落では、 水田に 苗な ど 
の 荷を 運んだり する ために、 2 つ 籠を さげ 
た 天秤棒を 肩に 担いだ。 この やり方は 日 之 
影の ような 山間部では 適さなかった。 廣島 
は 第二次大戦 終了後の 2 年間、 宇納 間の 
姉の 家に いた 時に、 土地に 合った 背負い 
籠 （No.104-  106) と 同様、 2 つ 籠の 天秤 
の 作り方 も 習得した。 
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台所と 農作業の ための 妞 


胃 _ p II  逆三角形に 編まれた 背負い 籠 （カルイ） は、 宮崎県の 日 之 影 町、 隣接す る 高 

千 穂、 五ヶ瀬 地方、 そして 熊本県 阿蘇 地方 特有の ものである。 カルイは、 底を 
作る ために 竹 籤の 中央を 曲げて 作る。 「三輪 カルイ」 は 大きな 目で 編まれ、 「七 
輪 カルイ」 は 細かく 編まれ、 「五輪 カルイ」 は 特殊で ある。 全体の 形は、 逆 三角 
形で 細い 底 部と 広い ロ 部を 持つ。 これは 険しい山 道で 重い 荷を 運ぶ 場合に 最 
も 適した 形と いえる。 

大小 様々 な カルイの 器 形は、 運搬の 目的に 合った もので、 各 農家では 主に 大 
きな カルイを 持つ。 農夫は 畑 仕事の 用具を 入れ、 収穫物を 入れて 運ぶ。 山 仕 
事の 時は、 用具と 弁当箱を 入れた。 町に 向かう 時は 販売 用の 作物を 入れ、 生 
活に 必要な 物を 買って 帰途に ついた。 廣 島は カルイに 竹細工の 道具を 入れて 
集落を 廻った。 

かつて 多くの 農夫は カルイを 編む ことが 出来た。 素人が 作った カルイが 数多 
く 残って いて、 自分な りに 編んだ 人たち がいた ことが わかる。 竹 籠 職人が カル 
イを 作り 始めて、 形と 大きさを 定型 化した。 今日で も カルイは 広く 使われて おり、 
地域の 仕事 や 生活の 状況に 適合した 用具と いえる。 
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山里の 竹 籠 職人 


92 イツ ツワガ ルイ 

五つ 輪の 背負い 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
47x38x41 

廣 島は 5 本の 竹 籤の 輪を 胴 部に 差し入れ 
て カルイを 編んだ。 これは 七つ 輪の カルイ 

(No.93,  98- 103) より 軽く 出来上がった。 


93 ナナ ツワガ ルイ 

七つ 輪の 背負い 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
57x47x48 

7 本の 竹 籤の 輪を 胴 部に 通して 編んだ この 
カルイは、 胴 部が 深く 緻密に 編まれて おり、 
険しい山 道を 移動す る 時 も 荷が こぼれに く 
かった。 七つ 輪 カルイは 最も 広まった 形で 
ある。 
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背負い 浦 


足 


95 バラ スガ ルイ 
砂利 用 背負い 籠 

製作者 飯 干 五男 
1987  年 
56x44x44 

この 籠と 続く  8 点の 籠は、 日 之 影の 農夫、 
飯 干 五男 （1928 年生） の 作品で ある。 飯 
干は 父親から カルイの 作り方を 学び、 カル 
イの 専門の 職人と なった。 父親は 余暇に 力 
ルイを 作る 大工だった。 彼は 1 日 1 つの 力 
ルイを 仕上げ、 I 年に 300 個の カルイを 作 
る 0 

この カルイは、 建設 現場で 砂利 や 岩石 片 
を 運搬す るた めに 使われた。 砂利な どは 
小さな 荷で もとても 重い ので、 カルイは 小 
さく しっかりと、 3 本の 回し 籤と 幅広い 縦 
籤で 頑丈に 作られた。 


94 コ エガル イ 

堆肥 用 背負い 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
63x51x53 

この カルイは 特殊な 器 形で、 3 本の 回し 籤 
と 幅広い 縦 籤で 粗く 編まれて いる。 堆肥 
用の 牛 糞を 納屋から 畑へ 運ぶ ために 使わ 
れ た。 
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山里の 竹 籠 職人 


96 コ エガル イ 
堆肥 用 背負い 籠 

製作者 飯 干 五男 
1987  年 
67x56x52 

No.94 の カルイと 同じ 目的の カルイで ある 
が、 廣 島の 作った ものと わずかな 違いが 見 
られ る。 


97 ニ カイ リガ ルイ 
倍 量の 背負い 籠 

製作者 飯 干 五男 
1987  年 
88x65x65 

この 大きな カルイは 規格 外の 大きさで、 干 
し 草 や 藁 や 落ち葉の ような 軽い 荷を 2 倍の 
量 運ぶ。 一般的な 三つ 輪 カルイの 倍の 大 
きさが' ある。 
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背負い 妞 


98 ナナ ツワガ ルイ 

100 ナナ ツワガ ルイ 

102 ナナ ツワガ ルイ 

七つ 輪の 背負い 籠 

七つ 輪の 背負い 籠 

七つ 輪の 背負い 籠 

製作者 飯 干 五男 

製作者 飯 干 五男 

製作者 飯 干 五男 

1987  年 

1987  年 

1987  年 

41x38x34 

51x45x43 

62x49x51 

No.93 の 改良 型。 

No.98 の 大型。 

No.98 の 大型。 

99 ナナ ツワガ ルイ 

101 ナナ ツワガ ルイ 

103 ナナ ツワガ ルイ 

七つ 輪の 背負い 籠 

七つ 輪の 背負い 籠 

七つ 輪の 背負い 籠 

製作者 飯 干 五男 

製作者 飯 干 五男 

製作者 飯 干 五男 

1987  年 

1987  年 

1987  年 

48x40x38 

57x48x47 

67x53x58 

No.98 の 大型。 

No.98 の 大型。 

No.98 の 大型。 
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山里の 竹舱職 人 


104 ナバ トリ ホゴ 
椎茸 収穫 用 背負い 籠 


製作者 廣島 一夫 
1986  年 
54x43x65 

この 背負い 籠は、 北 郷村の 宇納間 集落で 
使われて いた もので、 主に 椎茸の 収穫と 
運搬に 用いられ、 他に 大麦、 黍、 稗の 収 
穫 、糞の 収集に も 用いた。 この 籠は 穏や 
かな 起伏の 地形に ある 農家の 基本的な 用 
具で ある。 幅広の 底 部と 重心の 低い 籠は、 
日 之 影の 険しい山 道には 適さない。 その 編 
み 方は カルイとは 異なる。 

105 ナバ トリ ホゴ 

椎茸 収穫 用 背負い 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
71x45x79 

No.104 に 大きな 円錐形の 開口部を 付け 加 
えた 器 形で ある。 この 籠は、 北 郷村の 宇 
納間 集落で も 使われた。 この 襟 型の 開口 
部は 籠の 容量を 増加させる ために、 竹 籠 
職人の 1 人が 改良した のだろう。 
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106 ウナ マカゴ 
宇納 間の 背負い 籠 

製作者 廣島 一夫 
1986  年 
38x26x42 


107 ナナ ツヤ マガ ルイ 

七ツ 山の背 負い 籠 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
48x43x47 


北 郷村の 宇納間 集落では、 緻密に 編まれ 
たこの 籠に 「ウナ マ カゴ」 という 名前を 付 
けて いる。 この 籠は 買い物 や 品物の 運搬 
などに 広く 使われて いる。 しかし 日 之 影の 
付近では このような 籠は 知られて いない。 
大戦 中 ウナ マカゴ は、 配給米を 運ぶ ため 
に 使われた。 


この 背負い 籠は、 山間部で 使う 大きな 籠で 
ある。 諸 塚 村 七ツ山 集落 特有の この 籠は、 
険しい山 道で 使うた め、 狭い 底 部と 広い 開 
ロ 部を 備え、 粗く 編まれて いる。 
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山]! の 竹 瓶 職人 


竹を 使った 用具  竹 "I 篁® A (よ、 こ & に f ケ @ 寧 •を liDig し、 削 レ、 で 竹** を f 乍る。 しかし 竹 • 

の 幹を そのまま 利用して、 用具と 容器を 作る 場合 も ある。 竹の 幹は 厚い 節で 仕 
切られて いるので、 様々 な 用具と 容器を 作る ことが 出来る。 図録に その内の 一 
部を 紹介した。 
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竹を 使った 用具 


108 ユズイ レ 
酢 保存 用 瓶 
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製作者 廣島 一夫 
1987  年 
11.5x11x62 

これは、 竹の 幹を 節の 外側で 切り、 節と 節 
の 間の 空間を 容器と して 使った もので、 柚 
子の 果汁 酢 保存 用に 使われた。 柚子は 日 
之 影の 山間部で 豊富に 育つ。 力 ボス もまた 
同様で ある。 酢は 柚子が 実る 秋に 作られ、 
このような 竹の 容器に 入れられ、 保冷と 発 
酵を 止める ために 地中の 貯蔵所に 埋めら 
れた 。近年 自家製の 酢の 容器は、 竹から 
ガラス 瓶へ 変わった。 
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109 ヨギ リポ ッポ 
水筒 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
33.5x16x17 

これは 天然の 容器と して 竹の 幹の 一節を 切 
り 出し、 細長い 水筒に した。 この 水筒は、 山 
間 部での 仕事 や 遠出の 折に、 飲み水 （又は 
酒） を 入れた ものだった。 この 容器に 使われ 
る 竹の 種類は、 太い 幹で 重い 孟宗 竹が 多い。 

110 ヒ シヤク 
柄杓 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
48x12x17 

竹の 一節を 使って、 節を 底 部に して 柄杓 
を 作る。 この 柄杓は、 水 甕から 水を 汲み 
出す 時、 又は 醤油 漉し （No.54) から 醤油 
を 汲み出す 時に 使われた。 


111 フユ ジ 
台所 用具 入れ 


製作者 廣島 一夫 
1987  年 
7x7x103 

竹の節々 に 切れ込みを 入れ、 好みの 長さ 
にで きる 竹の 用具 入れで ある。 菜箸 や 杓 
子、 鰛鈍 掏い （N0.53)、 柄杓 （No. 110) な 
どの 用具を 竹の 切り込みに 挿し、 すぐ 手が 
届く ように 台所の 壁に 下げた。 
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山里の 竹 M 職人 


112 トー フマゼ 
豆腐 作り 用 攪拌 棒 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
4.2x4.2x116 

この 棒は、 豆腐の 主 原料で ある 大豆を 煮 
る 鍋を かき 混ぜる ために 使われた。 竹は 鍋 
に 深く 入れても 熱くなら ない ので、 実用的 
な 攪拌 用具で ある。 

113 サナ 

棚 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
72x25x5 

これは 数 本の 竹を 繋げた 簡易な 棚で ある。 
竹は 半分に 割られ、 紐で くくられて、 様々 
な 用途に 応じた。 例えば、 木の 桶の 縁に 
渡して 大豆を 挽く 石臼を 載せた。 また 出来 
上がった 豆腐の 水切りに も 使った。 


114 ヨ ギリ 又は オト リイ レ 

魚の 仕掛の ための 水筒 
製作者 ■年代 不明 

36x10x10 

逢坂 千秋 （日 之 影 町 在住） 寄贈 


5 月から 8 月に かけて、 漁師は 小さな 鮎を 
おとりに 使って 漁を する。 おとりの 鮎には、 
尾に フックを 付け、 鼻に 釣り糸を 通して 泳 
がせた。 鮎は 自分の 縄張りに 入り込む どん 
な 敵で も 攻撃す るので おとりを 攻撃す る 鮎 
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おもちゃ 


廣 島は 仕事を 頼まれた 農家の 子供たち に、 「お楽しみ」 の おもちゃを 作った。 
彼は 決して その 代金を とらなかった。 籠を 作る ことに 余念がない 職人に とって、 
おもちゃ 作りは 1 つの 骨 休みで も あり、 楽しみで も あった。 子供 や 親たち も簡 
単な 竹の おもちゃを 作った。 中村憲 治は、 _ 分で 作った 竹馬 や 水鉄砲で 子供 
の 頃 遊んだ ことを 覚えて いる。 


Bjp* 一. 也*"! 

fY 
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山里の 竹瓿 職人 


117. 1 -3 キ カンジ ユウ 

おもちゃの 機関銃 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
38x11x6 

廣 島が 集落を 廻りながら 竹 籠 作りを してい 
ると、 土地の 子供たち が 集まって きた もの 
だった。 彼は 子供たち のために おもちゃの 
銃を 作った。 第二次大戦と 同時に 「戦争 
ごっこ」 は 子供たち に 広まって いった。 


115 夕 ケウ マ 

竹馬 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
29x13x177 

子供たち の 遊 具で、 竹に 足 載せが 付いた 
尚 足で ある。 


116.  i — 5 ハジ キテ ッポ 

おもちゃの 銃 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
65x4.5x17 

竹製の おもちゃの 銃は、 第二次大戦 中に 
広まった。 竹の 幹の 空洞 部から 作った 銃 
身は、 小さな 石を 飛ばす ことが 出来た。 他 
に 竹の おもちゃは、 水鉄砲 や 操り人形が 
あった 0 


H8. 1 —30 タケ トンボ 

竹とんぼ 

製作者 廣島 一夫 
1987  年 
15x1.5x19 

子供たち の おもちゃ である。 廣 島は 竹を プ 
ロ ペラの ように 削り、 その 中心に 棒を つけ 
た。 両手です り 合わせて 強い 回転を 棒に 
与え、 右手を 前へ 滑らせる と、 「タケ トン 
ボ」 は 空へ 飛んで いく。 
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おもち 


竹 以外の 材料を 
使った 用具 


119. 1, 1 19.  2 


119. 1 — 1() ツ ブラ テゴ 

つづら 腰 籠 

製作者 黃 H 
1987  年 
34x24x30 

つづら 腰 籠は、 春と 秋の 椎茸の 収穫と 春 
の 茶 摘に 使われた。 竹製の 腰 籠 （No.59- 
61) に比べて、 つづらは 軽く 弾力が あり、 
多くの 荷を 入れる ことが 出来た。 そのため 
に 日 之 影では 竹 籠より 広く 使われた。 五ケ 
瀬 村の 輿梠 境に よると、 以前は 日 之 影の 
各 集落に も つづらの 籠を 編む 職人は 1 人ぐ 
らい 居た という。 原材料は 野生の 蔓で 「つ 
づら」 と 呼ばれる。 つづらは 秋に 収穫され、 
家の 軒下 や 納屋に まとめて 貯蔵され た。 つ 
づらは 曲げ やすい ことが 特徴で、 長持ち さ 
せる ために 2 月の 始めに 地面に 広げられ、 


2 日間 藁を かぶせて おかれた。 輿梠は 1 日 
に 12 時間 かけて 1 作品を 作った。 この ペー 
スで いくと、 5 月の 茶 摘の 時期に 取り 置い 
た蔓を 丁度 使い切る ことに なった。 籠の た 
めに 30  メートル 2 本の つづらが 必要で あ 
る。 上質の つづらは カエデ や ブナの 木々 
に 育つ。 しかし 山は 広く 開墾され 丁寧に 下 
草取りが され、 杉と ヒノキが 育ち それらの 
木々 の 周囲に 育つ つづらは 切れ やすいた 
め、 使う ことができない。 地面を 張って 1 
年 成長した つづらが 理想的で ある。 
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山里の 竹 籠 職人 


120 トウ ジン ガル イ 
背負 子 （背負い ばし ご） 

製作者 甲斐 勝 由 
1986  年 
52x42x122 

この 背負 子は、 2 本の 長い 木材に 交叉す る 
木を 組み、 束に した 荷を 載せる。 農夫は 薪、 
藪、 炭、 藁、 干し草、 その他の 大きな 荷を 
まとめて 背負って 運んだ。 藁で できた 肩 紐 
と 背 あては、 負担の 大きい 背中と 肩を 守る。 
この 背負 子は、 朝鮮半島で 使われて いる 
「チ ゲ」 と 似て いる。 この 背負 子を 作った 
竹 籠 職人は、 1907 年生 まれの 日 之 影の 袴 
谷 集落に 住んで いる 人で、 1989 年まで 近 
隣の 要望に 応えて トウ ジン ガ ルイを 作って 
きた。 竹製の カルイ 同様、 この トウ ジン ガ 
ルイは 山 仕事に 不可欠な ものである。 
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竹 以外の 材料を 使った 用. PI- 


121. 1 — 10 カルイの 才 
背負い 籠の 肩掛け 紐 

製作者 橋 本 ふさえ 
1987  年 
10x5x80 

これは 日 之 影の 興 地 集落の 農婦が 藁を 
使って 編み、 肩掛け 紐と して 背負い 籠 （力 
ルイ） や 魚 籠 （ビク ） に 付けた。 婦人たち 
は 時には この 紐を 背負 子に 付けた。 


122. 1 — 請 ワラ ゾウリ 
草履 

製作者 橋 本 ふさえ 
1987  年 
25x11x6 

ワラ ゾウリ は 日常の 履物で、 底が 藁で 編 
まれて いる。 槎られ た 藁は、 紐 状に 裂か 
れた 木綿 布と 編んだ。 仕上がった 草履は、 
細い 藁で 1 足ず つまと める。 
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山里の 竹 妞 職人 


123. 1 — 5 アシ ナカ ワラ ジ 

足 半 草履 


製作者 河 嶋徳松 
1987  年 
20x11x6 


草履の 短い 底は、 足の裏の 前半 分し かな 
い。 この 草履は 滑りに くく、 川の 中で よく 
履かれた。 河嶋は 1900 年に 宇納間 集落に 
生まれ、 10 代で 籠の 編み 方を 習った。 彼 
は 日 之 影で 時計屋を 開き、 1980 年に 店を 
たたみ、 今では 寝た きりの 生活と なった が、 
80 歳 代までは あらゆる 手仕事 や 大工 仕事 
に 習熟し、 草履の 他に 神社の 注連縄 飾り 
を 編んで いた。 

124. 1 - 5 サギ ヨウ ワラ ジ 

作業用の 草鞋 

製作者 河 嶋徳松 
1987  年 
25x11x7 

作業用の 草鞋は、 かかとと 底が 強固で、 日 
常 生活 だけでなく、 田畑の 作業 や 山 仕事 
にも 履いた。 


125. 1 —5 リヨ コウ ワラ ジ 
旅 草履 


製作者 河 嶋徳松 
1987  年 
25x11x9 

この 草履は 長距離を 歩く ための 旅行 用で、 
足首を 紐で 巻いて 結んだ。 

126. 1 —5 トノサ マゾ ウリ 
大名の 草履 

製作者 河 嶋徳松 
1987  年 
26x12x6.5 

延 岡の 大名は 17 世紀から 19 世紀 半ばまで 
このような 草履を 履いた といわれ ている。 
足の裏を 守る ために、 底を 二重に 作った。 


128. 


127. 1 _5 ウシ ノクツ 

家畜 用 草鞋 

製作者 河 嶋徳松 
1987  年 
19x10x12 

この 草鞋は 家畜の 4 本の 足の 蹄に 合わせ 
て 作る。 荷を 運ぶ 牛の 蹄を 小さな 石 や 破 
片 から 守る ために 履かせた。 

128。 1 — 5 ウマノ クツ 

馬 用 草鞋 

製作者 河 嶋徳松 
1987  年 
17x12x13 

この 草鞋 も No.127 と 同様に、 馬の 蹄を 守 
るた めに 使われた。 
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竹 以外の 材料を 使った 用. 具 


129 


131. 1-3 


129 才ヒツ 
お 榧 


製作者 飯 干 又 男 
1986  年 
36.5x36.5x13 

この 木製の 曲げ物は、 杉の 木な どを 薄く 削 
り、 蒸気を 当て、 曲げて 形を 作り、 桜の 木 
の 皮で 留めて いる。 お櫃は 炊き 上がった ご 
飯を 供す る 時に 使われた。 特に 冬場は ご 
飯を 暖かく 保ち、 乾かない ようにした。 夏 
場には 冬場と 同じ お櫃の 役目を 飯 籠が 果 
す。 飯 干 又 男は 1926 年に 高 千 穂に 生まれ、 
農村で 育ち、 後に 福岡県の 鉱山で 体を 壊 
すまで 働き、 51 歳の 時から カルイ や ショー 
ケ 、曲げ物な どを 独学で 作り 始め、 日 之 影 
に 工芸 店を 開いた。 1987 年に 体を 壊し 店 
を 閉めた。 


130 セイ ロ 
蒸籠 


製作者 飯 干 又 男 
1986  年 
25.5x25.5x17 

これは 杉の 木から 作られた 曲げ物で ある。 
竹製の 十文字の 仕切りを 鍋の 中に 入れ、 
その上に 蒸籠を 置き、 食べ物を 蒸かした。 
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山里の 竹 籠 職人 


131. 1 —3  メンバ 
弁当箱 

製作者 飯 干 又 男 
1986  年 
16.5x16.5x7.5 

この 弁当箱は、 杉の 木な どから 作る 曲げ物 
の 容器で、 蓋と 胴 部は、 1 組の 碗 M として 
使われた。 木製の ものは 温かい ものを 温 
かい まま 供し、 余分な 水分を 吸収す る。 


132. 1 —6 コガ夕 タタミ 
畳 

製作者 佐 藤 利 一 
1987  年 
60.5x60.5x6 

佐 藤 利 一は 日 之 影の 畳職 人で、 籠の 展示 
用に 6 種類の 小型 畳を 作った。 厚い 藁の 
床は、 薫り 高い イグサ で 編まれた 畳表で 覆 
い、 織布で 縁 （ヘリ） を 作る。 
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竹 以外の 材料を 使った 坩具 


原材料と 道具 類 


素人と 職人の 仕事を 区別す る ものは、 竹の 選別 力と 特注の 道具を 駆使した 
巧みな 技術で ある。 廣 島は 晩秋の 頃、 最も 虫の 被害が 少ない 時期に 竹を 切る。 
丘の 中腹の 竹林で 適した 竹を 探す の だが、 現在 竹の 群生 林は 営利的な 林業に 
駆逐され ており、 姿を 急激に 消して いる。 

廣 島は 徒弟 時代から 良い 道具を 集めて いた。 彼は 鍛冶屋と 何十 年 も 付き合 
い 続け 良質の 道具を 手に した。 廣 島の 工房では、 道具 類は 道具箱に 入れられ 
るか、 手の 届く 背後の 壁に 掛かって いる。 
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山 M の 竹 組職 人 


K；'-\  : 


133 ハチ ク 
淡 竹 


13x10x257 

淡 竹は、 日本 各地に 栽培され 高さ 10  メー 
トル ほど、 掉は 淡緑色で 白蝴 粉に 覆われ、 
節は 二輪 状、 別名 クレ 夕ケ •カラ タケで あ 
る。 淡 竹は すべての 籠に 使う ことが 出来る。 


134. 1 - 2 クロ タケ 

黒竹 


28x17x262 

黒竹は、 あらゆる 籠に 応用で きる 万能 竹 
で、 「真竹」 という 名前で 一般的に 知られ 
る。 黒竹は 淡 竹と 似て いるが、 成長す ると 
幹が 太くなる。 


135 チン チク タケ 

蓬 菜 竹 


6x4x255 


この 細くて 弾力の ある 竹は、 一般的に 
「ホー ライ 竹」 と 呼ばれ、 笹の 種類には い 
る。 容易に 曲げられ るので、 廣 島は 鰻の 
仕掛、 魚 籠の 留め具、 その他 小さな 開口 
部の 縁を かがる 時に 使って いる。 


134. 1, 133, 135 


131 

原材料と 逍見 •類 


136 ツ ブラ ノ ツル 

つづらの 蔓 


137 夕 ケワリ ボウ チョウ  08 ヒ ラフ チ マキ 

竹 割り 包丁  縁 かがりの ための 道具 


95x37x10 


製作者 甲斐 照義 


これは 五ケ瀬 村の つづらの 蔓 で、 モミ ト才 
シのロ 部を くくり、 また 把手を 固定させる 
ために 使われた。 No. 119 の つづら 蔓腰籠 
の 材料で も ある。 


1987  年 
37.5x4x3 

1931 年、 廣 島は 熊本県 一ノ宮 町 宮地集 
落の 笹原 長 平に 竹細工 用の 道具 一式を 注 
文した。 以前 笹原は 竹 籠 職人 ウシ どんに 
道具 一式を 作って いた。 笹原は 仕事場を 
1955 年で 閉じた ため、 その 5 年後 廣 島は 
日 之 影の 鍛冶屋 甲斐 照義に 道具 一式を 依 
頼し、 1991 年まで 頼んだ。 No.137- 143 
の锻 鉄の 道具は、 笹原の 作った 独自の 道 
具 一式を 基に して 中 村 コレクションの ため 
に 作られた。 

この 形の 包丁は 籠 作りの 基本的な 手仕事、 


つまり 竹を 薄く 削いだり、 竹 籤を 切り出し 
たり、 切ったり する 工程に 使われた。 
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製作者 甲斐 照義 
1987  年 
17x2.5x3 

廣 島は 竹 籤の 幅広い ものを 使って、 籠の 
縁を かがる。 竹 籤を 通す ために この 形の 
刃と ミ ゾフチ マキ （No.139) を 一緒に 使っ 
た。 

139 ミ ゾフチ マキ 

縁 かがりの ための 道具 

製作者 甲斐 照義 
1987  年 
20x3x3.8 

廣島 はこの ミ ゾフチ マキを 使って、 籠の 縁 
に 隙間を 作った。 縁を 滑らかに 仕上げる た 
めに、 縁の 隙間に 平らな 竹 籤を 通して 巻い 
た。 


140  メン トリ ボウ チョウ 

面取り 包丁 

製作者 甲斐 照義 
1987  年 
30.6x5x3 

この 面取り 包丁は、 飯 籠 （No.l, 27,28) 
や 米と ぎ 笊 （No.41  -42) を 編む ための 滑 
ら かな 丸みの ある 竹 籤を 作った。 丸みの あ 
る 竹 籤は、 米粒が 籠の 目に 入らない ような、 
滑らかな面を 作る。 
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141 ブ ソロ ェ 
巾 揃え 

製作者 甲斐 照義 •甲斐 三 ニ 

1987  年 

18x19x5.5 

锻冶屋 と 大工が 共同で 作る この 道具は、 
廣 島が 1939 年 鹿 児 島の 竹 籠 職人から 学ん 
だもの だ。 刃の 角度が 作る 巾は、 籠を 編む 
上で 必要な 竹 籤に 合わせる。 刃の 巾で 竹 
籤を 挽く と 決まった 巾に 揃えられた。 

142 イシ ズリ 

削り 刃 

製作者 甲斐 照義 
1987  年 
19x8x4 

これは 籠を さらに 補強す るた めの、 籤に 曲 
げて 差し込む 力 竹 （チカラ ダケ） を 作る 刃 
である。 籤が 曲がる 要所のと ころで 折れな 
いように、 竹の 内側を 巧みに 鋭く 削って 作 
られ た。 


143 カズ ラト オシ 

蔓用 千枚ト オシ 

製作者 甲斐 照義 
1987  年 
15.5x5.5x25 


この 千枚ト オシの 形は、 穀物 や 豆の 篩 （ト 
オシ） を 作る ために 特別に 作られた 道具 
である （この 図録には 収録され ていない）。 
籠の 縁は No. 136 のよう な 長い 蔓 で、 竹 籤 
をく  くり 始末を した。 そのような 場合に こ 
の 道具で、 蔓を 通す 穴を開けた。 廣 島は、 
箕の 専門家であった 佐々 木 一の 奥さん か 
ら この 道具を 買った。 

144 ユミ ノコ 
鋸 

大阪 •臼 井 工場 製 
51.7x12.2x2 
廣島 一夫 寄贈 

必要な 長さの 竹を 切る 時、 この 薄く 鋭い 刃 
で、 切り口を 綺麗に 整えた。 廣 島は 1932 
年から 同じ ユミ ノコの 注文を 続けた。 

145 ペンチ 

ペンチ 

高 橋 金物 店から 購入 
16x5x1.5 

廣 島は、 この ペンチを 様々 な 過程で 使う。 
籠の 縁を くくる 針金を 切る 時に も 使った。 


146 キリ 
錐 

高 橋 金物 店から 購入 
25.8x1.6x1.6 

廣 島は、 把手 （No.27) を 強固に する ため 
の 釘 用に、 この 錐で 籠の 縁に 小さな 穴を 
空けた。 

147 クイ キリ 

錐 

高 橋 金物 店から 購入 

12x4.5x1.2 

この 刃は、 竹を 割る 包丁 （No.137) や、 小 
刀 （No.148) を 使えない ところの 竹 籤の 端 
を 切る 時に 用いた。 

148 コ ガタナ 

小刀 

高 橋 金物 店から 購入 
25.5x3.4x17 

小刀は、 鰻 用の 仕掛の 留め具 （No.24 - 
26) のよう な 緻密な 作業の ために 使われ 
る。 No.137 のよう な 竹 割り 包丁を 使う の 
が 難しい 作業のと ころで 使われる。 
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149 ナ夕 

なた 

延 岡の 金物 店から 購入 
60x14x2.8 
廣島 一夫 寄贈 

この ナ 夕は、 農具 専門の 鍛冶屋に よって 作 
られ た。 竹林から 竹を 切り出す ために 使う。 


150 オ レジ ヤク 

折 尺 


151 タケ ザ イク ドウ グバコ 
道具箱 

製作者 甲斐 三 ニ 
1987  年 
48.7x27x23.7 

この 木製の 道具箱は、 廣 島が 1941 年から 
今日まで 使い 続けて きた 道具箱の 複製で 
ある。 廣 島は 大工に 最初の 道具箱の 代価 
5 円を 支払った。 この 複製品は 八 戸に 住む 
甲斐 三 ニに 8,000円 で 作って もらった。 廣 
島は すべての 道具を 背負い 籠 （カルイ） に 
入れて、 集落を 廻りながら 仕事を したが、 
家々 を 廻る 仕事を 止めた 時から この 道具 
箱を 使い 始めた。 


152 タケ ザ イク 木型 

竹 仕事の ための 補助 具 

製作者 甲斐 三 ニ 
1987  年 
9x9x26 

鰻の 仕掛 （No.24 -26) の 留め具は、 この 
木の 台 や No. 153 に 巻きつけて 編まれる。 


高 橋 金物 店から 購入 

20x1.5x1.4 

これは メートル 法の ものさしの 折 尺で あ 
る。 廣 島は、 大工な どが 使って きた 日本に 
古くから ある 曲尺の、 尺 •寸 •分の 尺度で 
竹 籠の 製作を 学んだ が、 この 折 尺で メー 
トル 法に よる 注文に も 応じられた。 


153 タケ ザ イク 木型 

竹 仕事の ための 補助 具 

製作者 甲斐 三 ニ 
1987  年 
6.4x6.4x25 

No.152 の 狭い 形。 
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154. 1 - 2 夕ケザ イク 木型  156 カク ガ夕 タケ ザ イク サギ ヨウ ダイ 

竹 仕事の ための 補助 具 四方 作業 台 


甲 田 木工所 製 
1987  年 
70x64x6.5 


製作者 甲斐 三 ニ 
1987  年 
82x82x5 


No.62  — 65 のよう な 定型の 椎茸 ト オシ 
(ナ パト オシ） を 編む ために 廣 島は 作業 台 
(No.156) に 刻まれた 型を 基準に する。 籠 
を 編む 時、 彼は 日 之 影で 作られた このよう 
な 2 枚の 同一の 木の 板の間に 竹 籤を 挟ん 
だ。 彼は ト オシの 縁が 出来上が るまで 木の 
板を はずさない。 


155 マ ルガ 夕 タケ ザ イク セイ サク ダイ 
円形 作業 台 

製作者 甲斐 三 ニ 
1987  年 

37.5x37.5x27.5 

廣 島は 籠の 中心の 菊 形を 編む 時に このよう 
な 台を 使う。 菊 形の 模様とは、 No.51 の 味 
噌漉 しや No.80 のシイ タケ 乾燥 用 盆の 放 
射 状の 編み 方で ある。 


この 四角形の 作業 台は、 底に 幾何学 形の 
線が 彫られて おり、 No.62  - 65 の シイ夕 
ケト オシの 定まった 網目を 編む ために、 廣 
島は 補助 器具と して 使った。 
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竹 籠の 代用品 


プラス ティ ック 製品と ビニール 製品は 1950 年代に 急激に 広まり、 木製の 桶 
屋が 最も 打撃を 受けた。 木製の 桶 や 樽は、 水 桶 や 漬物 等に 昔から 広く 生活に 
普及して いたが、 プラス ティ ック 製品の 容器に 完全に 入れ替わって しまった。 
竹 籠の 需要の 低下 も それと 同様だった。 竹 籠の 形と 瓜二つの ブラ スティック 製 
品が 各 家庭で 見られる ようになった。 しかし 大量生産の 代用品では 適わない 竹 
製品 や、 工場で 作る ほどの 量が 必要と されない 竹製 品は、 地方に とって 必要な 
ものと して 残った。 

プラス ティ ック 製の 籠は、 機械に よって 能率的に 均一に 作られ、 赤 •青 •黄- 
緑の 色が つき、  注文品の 竹 籠より 大変 廉価であった。  そして 手入れを する 必要 
がな く、 使い捨てが 出来る こと も 魅力であった。 しかし プラス ティ ック 製の 籠 
は、 水切りには 適さず 火に 弱く、 寒冷地では 脆くな り 簡単に 壊れた。 それに も 
かかわらず プラス ティ ック 製の 容器は 至る ところで 使われる ようになった。 プ 
ラ スティック 製品は、 竹 笊の 代用と して 台所で 使われ 始め、 運搬 用の 籠、 活魚 
の 貯蔵 用 籠、 大 容量の 容器な どの 用途に 広まった。 さらに 金属の 網 製の 代用 
品 も 増加した。 

竹 籠 職人の 多くが 職を 替えて いった。 たとえ 籠を 作っても 売れない だろうと 
予測した の だ。 竹 籠 職人の 技術を 学ぶ ために、 給与な しで 3 -4 年間 徒弟に な 
ろうとす る 若者は 激減した。 そして 竹 籠 職人たち は 皆、 年老いて いった。 

竹 籠の 代用品は、 生活協同組合の 援助を 得て 大量生産され ている。 1970 年 
代の 初めに 日 之 影 町の 農業協同組合は、 廣 島の シイ 夕ケト オシ （No.62  - 65) 
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を プラス テイ ック 製の 「ト オシ」 の 手本と した。 それらは 椎茸 業者に よって 広く 
用いられた。 
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157 イカ シカゴ 

活き 鰻の ための プラス ティ ック製 魚 籠 

河 野 釣 具 店から 購入 
66x66x37 

延 岡を 始め 日本 各地の 漁業 協同組合は、 
魚を 入れる この プラス ティ ック 製の 容器を 
広めた。 

158 イカ シカゴ 

活き 鰻の ための プラス ティ ック製 魚 籠 

河 野 釣 具 店から 購入 
45x45x28.5 

No.157 の 小さい 籠。 

159 オト リカ ン 

おとり 用の ブリキ 製缶 

製作者 甲斐 時 男 
1970  年 
28x28x14.5 
日 高 金 松 寄贈 

針金を 編んだ 手作りの 容器は、 おとりの 
鮎を 入れて おくた めに 使った。 （No.114 と 
比較） 


160 ヒビ 
ビ ニ-ル 製 魚 用 仕掛 

広 島 商店から 購入 
15x15x28 

透明な ビニ-ル 製の 仕掛は、 餌で ある 虫の 
匂いで 魚を 誘い 獲る。 （No.19  - 22 と 比較) 

161 ヒビ 
)丨丨 蟹 用金 網 製 仕掛 

広 島 商店から 購入 
67x46x3.5 

両方に ロが 開いて いる 形の この 仕掛は、 
香魚 や 鶏の 骨を 餌に 使って 川 蟹を 獲る。 
(No.20-21 と 比較） 


162 シヨ クヒ ンカゴ 
金網 製 容器 

平 川 金物 店から 購入 
40x30x16 

この 蓋 付き 容器は、 煮干 用 籠 （No.29- 
31) に 似た 器 形で、 食品を 安全に 保つ た 
めに 天井から 吊り下げる。 金網 製の ものは 
50 年代 半ばから 広まった。 

163 シヨ クヒ ンカゴ 
金網 製 容器 

平 川 金物 店から 購入 
35x35x23 

No.162 の 円形 型。 
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164 ザル 

ステンレスの 依 

高 橋 金物 店から 購人 
46.5x40.5x14.5 

この ステンレス 製の 笊は、 竹製の 笊 （No.35 
-39,  41 -45) と 同様、 米 や 穀物、 野菜、 
他の 食物を 洗って 水切りす るた めに 使わ 
れ た。 

165. 1 —5 ナバト オシ 

プラス テイ ック製 椎茸 篩 セット 

日 之 影 町 農業協同組合から 購入 
77x77x10.5 

椎茸 農家と 流通 業者は、 業務 用の 乾燥 椎 
茸を 選り分ける ために 標準 サイズの プラス 
テイ ック 篩を 使った。 （No.62  — 65 と 比較} 


167 


166 


169 


166 長方形 プラス テイ ック製 容器 
日 之 影 町 農業協同組合から 購入 


168. 1 -2 イシ ミ 

プラス テイ ック製 石 運び 


164 


162 


163 


52x36.5x30.3 

自転車 籠 （No.72  - 74) の 形を もとにした 
普及版で、 積み重ねが 可能で、 選別した 
農作物を 運ぶ ために 使われた。 

167 プラス テイ ック製 背負い 籠 

日 之 影 町 農業協同組合から 購入 
52x40.8x49.5 


この 籠は、 農作物を 収穫し 運搬す るた め 
に 使った。 農業協同組合 によって 販売 さ 


れ た。 


日 之 影 町 農業協同組合から 購入 

42x40x14 

この 籠は 石 や 泥を 運ぶ ために 使う。 No.88 
—89 の 代用品。 


169 コ エイ レ 

プラス テイ ック製 堆肥 用 籠 

日 之 影 町 農業協同組合から 購入 
40.5x30x17 

この 籠は あらゆる 種類の 肥料 や 堆肥を 運 
ぶため に 使われた。 No.40 の 代用品。 
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追加！ さ ft た I989 年 7 月廣島 一夫に よって 追加され た 竹 籠と 道具 類。 

籠と 道具 
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170 モ ミト オシ 

籾 篩 2 分 目 

製作者 廣島 一夫 
1989  年 
56x56x12.5 

No.46 の 小さな もので、 籾 殻と ゴ ミが 下に 
落ち、 米 だけが 残った。 この ト オシは、 他 
の 穀物 や 豆 （小麦 •大麦 •雑穀 •小豆 • 
大豆な ど） の 外皮 や 鞘を 取り除く ために 良 
い 大きさだった。 

171 モ ミト オシ 

籾 篩 2.5 分 目 

製作者 廣島 一夫 
1989  年 
56x56x12.5 

No.47 の 小さい 蹄。 


172 ジュウ モン ジ 

竹 割 道具 

製作者 廣島 一夫 
1989  年 
15x15x4 

漢数字の 「十」 の 形を している ために 「十 
文字」 という 名前が 付いている 。この 木製 
の 道具は、 籠を 作る 時の 準備 段階で 使わ 
れ 、竹の 幹を 4 等分す る ものである。 

173 セン テイ バ サミ 

鋏 

高 橋 金物 店から 購入 
18x5x2 

廣 島は 竹 籤を 編んで 縁を かがる 前に、 こ 
の 鋏 （P.134 参照） で 余分な ところを 切っ 
て 仕上げた。 


174 力 ナブ チ 

金槌 

高 橋 金物 店から 購入 
33x11.5x2.1 

廣島 はこの 金槌で 竹製の 釘を 打ち、 編み 
上げた 竹 籤の 始末を した。 
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追加され た 能 


日 之 影の 農家の 仕事 暦 


中 村 ノリ 


中 村 家は、 日 之 影の 宮水 集落に ある。 江戸時代から; 300 年間、 中 村 家は 村 
人を まとめ 宮 水の 永代 庄屋と して 酒 醸造 元と 林業を 営んで きた。 第二次大戦 
後は 米作を 行うよう になった。 

私は 中村憲 治の 叔母で、 1929 年に 7 人 兄弟の 3 女と して 生まれた。 夫と 私 
は 自分たち で 畑を 耕し、 牛 3 頭、 鶏 5 羽を 飼って いる。 末の 息子は 日 之 影 町で 
仕事を し、 5-6 月と 10-11 月の 農繁期の 週末には 手伝いに 戻る。 長男と 次男 
は、 結婚して 家を 離れて いる。 以下の 暦は、 私たちが この 50 年間 続けて いる 
日課を 書き出した ものである。 
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1 月 

。大豆と 米 麹と 塩を 使って、 味噌 作りを する。 米 麹は、 玄米の くずを 自家 精米 
した ものと 麹菌から 作る。 

: かき 餅 作りを する。 1 年で 最も 水が 冷たい この 季節 （丨 月下 旬から 2 月 初旬） 
にもち 米を 蒸かし、 臼で 少量の 砂糖を 入れて 餅を 搗き 、出来た 餅を 薄く 切っ 
て 乾燥させる。 冬季の おやつ （軽食） として 油で パ リツと 揚げ、 ふか ふかの 
かき 餅を 作る。 

•1 年分の 薪 取りを する。 薪は 台所の 竈 用、 風呂釜 用に 使われる。 

: 椎茸 栽培 用の 原木を 切る。 前年の 11 月に 切り出した 木を 1.2 メ- トル ほどに 
切り揃える。 

2 月 

• 1 年間 分の 薪 取りを 続ける。 

•椎茸の 駒 打ちを する （原木に 椎茸の 菌を 打ち込む)。 

•茶畑に 堆肥を 入れ、 茶 木を 剪定を する。 

•馬 鈴薯 とほう れん 草を 植えつ ける。 
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日 之 影の 農家の 让事曆 


3 月 

•椎茸の 収穫を する。 

。椎茸の 原木になる、 杉、 クヌギ 、ナラな どの 苗を 植樹す る。 

•仔牛 （生後 8 ヶ月ぐ らいの 仔牛） を 売る。 

•牛 糞から 堆肥を 作る。 水田に 堆肥を 入れ 耕す。 

。春 野菜の 種を まく。 堆肥で 暖められた 苗床に サツ マイ モを 植える。 里芋、 生 
美を 植える。 

•梅干 用の 赤紫 蘇を 植える。 

•キャベツを 収穫す る。 

4 月 

•水田を 耕す。 

。水田の 用水路の 掃除を する。 （集落 全体の 水田の ために 上流から 水を 入れる 
用水路： 11 月に 各 家庭が 水田の 広さに 応じて、 用水の 修理と 維持の ために 使 
われる、 年間の 使用料を 支払う。） 

® 牧草の 刈り取りを する。 

•種 籾 用の 土壌の 消毒 殺菌を する。 

。筍を 掘る。 山菜 取りを する。 4 月は 蕨 や ゼン マイ、 独活 、夕 ラの 芽な どの 山菜 
が 最も 豊かな 季節で ある。 
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山里の 竹 龍 職人 


5 月 

•茶 摘を する。 

•種 籾を 温室の 苗床に 蒔く。 おおよそ 3 週間 後、 田植 機で 苗を 水田に 植える。 
•水田に 水を 入れる。 

•自宅 用の 野菜 （トマト、 胡瓜、 茄子、 枝豆、 奈良漬 用 瓜、 南瓜） の 種を 蒔く。 

6 月 

•6 月半ばまで 田植えを する。 水田に 水を 入れ、 保持し、 あぜ 道の 雑草を 取る。 
•サツ マイ モの 苗を 植える。 里芋の 手入れを する。 トウ モロ コシを 植える。 

•馬 鈴薯 、梅、 桃、 枇杷、 豌豆、 空豆を 収穫す る。 

7 月 

•3 月に 植樹した スギの 下草 刈を、 山林で 行う。 

•水田の 雑草を 取り、 水位を 保つ。 

•畑の 雑草を 取る。 

• 7 月半ばまでに 味噌 用の 大豆と、 お盆 や 祭り 用の おはぎの 餡の ための 小豆を 
植える。 
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ロ 之 影の 以 家の 仕出. 时 


8 月 

•水田の 水位を 調節し、 あぜ 道の 雑草を 取る。 

•自宅 用 菜園の 野菜を 収穫す る。 

•赤紫 蘇を 収穫し、 梅干を 作る。 残った 赤紫 蘇で 「紫蘇 千 枚 潰」 （赤紫 蘇を 何 
十 枚 も 重ねて 1 ヶ月 間 塩漬けに し、 昆布で 全体を 包み、 味噌の 中で 6 ヶ月 間 
寝かした もの） を 作る。 

9 月 

•牧草の 刈 取りを する。 

•早 白菜、 ほうれん 草、 春菊、 レタスを 植える。 

•栗、 柿、 秋 野菜を 収穫す る。 

10 月 

* 稲ス lj りを する。 稲 藁を 乾燥させる。 （干 草 も 合わせ、 1-4 月の 間の 家畜 用 飼 
料と する） 

•トウ モロ コシ 、サツ マイ モ、 里芋を 収穫す る。 

•力 ボスを 収穫し、 力 ボス 酢を 作る。 

* 晚 白菜の 脇に 大根の 種を 蒔く。 
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山里の 竹® 職人 


11 月 

•椎茸 栽培の ための 原木を 切る。 

•椎茸を 収穫す る。 

。大豆、 小豆、 その他の 小さな 豆類の 収穫を する。 蓣篛 芋、 人参、 牛蒡、 ほう 
れん 草を 収穫す る。 

•玄米を 販売す るた めに 農業協同組合に 供出す る。 

•柚子を 収穫し、 柚子 製品を 作る。 金柑を 収穫し、 加工品を 作る。 

•豌豆、 玉葱、 キャベツ、 漬物 用 高菜を 植える。 牧草 （レンゲな ど） を 植える。 
•沢庵を 作る。 生姜、 人参、 大根、 白菜の 漬物を 作る。 

12 月 

•椎茸を 育てる ために 原木を 並べて 広げる。 

•切 干 大根 用に 大根を 刻み、 干す。 

•干し柿を 作る。 

•大根と 白菜と 生姜を 保存す る。 

® 月末に お 正月の 祝の 準備を する。 もち 米を 蒸かし、 石臼で 餅を 搗 き、 出来 上 
がった 餅を 丸める。 

•自家製の 媼飩や 漬物 や薙篛 などを 作る。 

•遠方に 住む 親戚 や 友人に、 椎茸 や 漬物 や 米を 送る。 
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日 之 影の 農家の 代 事 勝 


米作 

• 4 月末に 苗床に 種 籾を 蒔き 始め、 5 月の 第 1 週から 月半ばまでに 2 -3 回に 分 
けて 蒔く。 この やり方は 3 人で 田植えを 行う ことを 可能に している。 種を 蒔い 
た 後 （5 月 20  - 25 日ごろ） 苗は 水が 入った 田に 植えられ、 田植え 後の 10 日以 
内に 雑草を 取り除かなければ ならない。 

•7 月半ばから、 苗は 十分に 根を はり 成長し、 7- 10  □間 以上、 田の 水を 減少 
させる。 7 月の 最終 週に、 再び 田に 水を 入れる。 

•9 月 初旬、 稲穂が 頭を 垂れ 始める。 

• 9 月の 第 3 週 （稲刈りの 10 日 前） に 田の 水を 切る。 10 月 3 日頃から 稲刈りが 始 
まる。 稲刈り された 米は、 脱穀し、 24 時間 乾燥機で 乾燥 させ、 15 パ-セント 
以下の 湿度に する。 11 月に 政府に 玄米を 買い上げて もらう。 

12 月から 3 月まで 田に 肥料を 入れて 耕す。 田植えの 10 日 前の 4 月半ばに 田を 
水で あふれさせ、 田の あぜ 道を 補修し、 もう 1 度 田を 耕す。 
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山祖 の竹筂 職人 


椎茸 栽培 

: 11 月半ばに 椎茸を 育てる ための 原木を 用意す る。 1 月 前半に 丸太を 1.2  メ-ト 
ルに 切り揃える。 

•2 月から 3 月に かけて、 原木に 椎茸の 菌を 打ち込む （駒 打ち）。 直射日光と 強 
風に 当たらな いように 工夫して、 南東に 向けて 原木を 並べる。 

•椎茸 菌の 打ち込みから おおよそ 20 ヶ月 過ぎる と、 椎茸の 収穫が 始まる。 秋の 
収穫は 9 月から 10 月で、 春の 収穫は 12 月から 4 月末まで 続く。 菌を 打った 原 
木は 約 5 年間 椎茸を 収穫で きる。 
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日 之 影の is 家の 仕事 暦 
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山里の 竹 龃 « 人 


あとが 


『A  Basketmaker  in  Rural  Japan』 が 出版され てから 15 年が 経ちました。 こ 
の 図録は、 日本の 民具の 竹 籠に 関する 貴重な 1 冊で あると 思います。 しかし こ 
の 本が 日本の 方々 にどれ ほど 読まれた かと 考える と 残念な 気持ちを 感じて いま 
した。 出版 予定 もな く 翻訳を していた ところに、 日 之 影 町役場から 日本語 版を 
出版した いと 連絡が きました。 目が 点になる ほど 驚いた ことを 覚えて います。 
竹 籠 資料 館の 開館に 合わせての 刊行と いう うれしい お 話でした。 

今回の 出版に 際し、 日 之 影 町の 方々 から 惜しみない 応援と 援助を 受けました。 
特に 若き 竹 籠 職人の 小川 鉄 平氏から 竹細工 一般の 教示を 受け、 日 之 影 町役場 
企画 開発 課の エ藤庄 吾 氏の ご 尽力に より 出版が 現実の ものに なりました。 私の 
拙い 翻訳 文を サックラー キャラ リーの ルイーズ. コート 先生と 根津 美術館の 西 
田宏子 先生は 丁寧に 推敲して くださり、 サックラー ギャラリーの 更井貴 子さん 
には 註と 文献の 翻訳を お願いし ました。 そして 編集者の 山本恭 一氏は 印刷 • 
刊行への 道を 開いて くださいました。 文化 印刷の 阿久井 孝 成 氏 •長 崎 愛生 氏 • 
羽 柴亜瑞 美 氏には 我儘を たくさん 受けて 頂きました。 ここに 改めて 皆様に 心よ 
り 感謝を 申し上げます。 日本語に なった コート 先生と 中 村憲治 氏の ことばが、 
日 之 影 町の 皆さんと 日 之 影 町を 訪れる 多くの 方々 の 心に 届く ことを 願います。 

2009 年 春 
松 村 真 希 子 
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あとがき 


山里の 竹 籠 職人 
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